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政
府

（
２
）
弁
護
人

日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人

当
事
者
主
義
に
よ
る
刑
事
裁
判
が
検
察
側
と
弁
護
側
の
相
互
作
用
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
東
京
裁
判
の
首
席
検
察
官
ジ
ョ
ゼ

フ
．
Ｂ
・
キ
ー
ナ
ン
は
、
み
ず
か
ら
の
無
実
を
証
明
す
る
機
会
も
な
く
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
と
は
異
な
っ
て
、
東

京
裁
判
の
被
告
た
ち
に
は
自
己
を
弁
護
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
裁
判
は
公
正
で
あ
っ
た
と
訴
え
て
い
ぶ
↑
東
京
裁
判
を
何

と
か
正
当
化
し
よ
う
と
い
う
キ
ー
ナ
ン
の
意
図
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
被
告
が
起
訴
事
実
に
対
す
る
反
撃
と
自
己
弁
護
の
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
し

一
一
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
登
場

三
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
抗
議

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
日
本
人
弁
護
団
の
成
立

合
冊

一
三
口は

じ
め
に

東京裁判の弁護側

兇
一
三
口

東
京
裁
判
の
弁
護
側

ｌ
日
本
人
弁
護
団
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
Ｉ
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説
た
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い

つ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
保
証
き
れ
た
弁
護
の
成
否
は
、
被
告
個
人
に
と
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
死
活
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
東
京
裁
判
の
特
殊

な
性
質
上
、
弁
護
の
成
否
は
、
日
本
と
い
う
国
家
に
と
っ
て
も
、
ヴ
ァ
ィ
タ
ル
な
意
味
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
日
本
側
は

ど
の
よ
う
に
し
て
弁
護
態
勢
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
被
告
が
弁
護
人
を
つ
け
る
権
利
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
国
際
軍
事
裁
判
で
も
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
場
合
、
弁
護
人
は
ド

イ
ツ
人
に
限
定
ざ
れ
燭
缶
こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
裁
判
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
存
在
し
、
注
目
に
値
す
る
活
躍
を
示
し
た
点
で
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
高
度
の
技
術
性
が
要
求
さ
れ
る
英
米
法
の
公
判
を
維
持
す
る
に
は
、
や
は
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い

し
、
そ
の
役
割
は
英
米
法
系
の
法
律
家
に
し
て
初
め
て
十
二
分
に
担
い
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
京
裁
判
の
ア
メ
リ
カ
検
事
補
で
あ
っ
た
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
．
Ｎ
・
サ
ッ
ト
ン
は
、
こ
う
述
懐
す
る
。
「
弁
護
を
行
っ
た
の
は
、
二
五
名
の
ア

メ
リ
カ
人
弁
護
人
…
…
と
七
九
名
ほ
ど
の
日
本
人
弁
護
人
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
た
ち
は
、
著
し
い
勤
勉
さ
と
知
謀
と
誠
実
さ
を

も
っ
て
、
こ
の
う
え
な
く
重
大
な
犯
罪
の
か
ど
で
告
発
さ
れ
た
敵
国
指
導
者
た
ち
の
代
理
人
を
進
ん
で
勤
め
よ
う
と
し
、
ま
た
実
際
に
勤
め
た
。

各
被
告
人
は
、
そ
の
自
ら
選
択
す
る
弁
護
人
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
本
裁
判
所
は
、
い
か
な
る
時
で
も
そ

マ
マ

の
弁
護
人
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
：
…
・
本
裁
判
所
は
、
公
正
な
裁
判
を
行
な
う
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
告
人
の

た
め
に
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
駒
↑

被
告
人
は
弁
護
人
を
通
じ
て
防
御
を
は
か
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
憲
章
第
九
条
ｄ
項
は
次
の
よ
う
に
規
定

ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
枢
軸
国
指
導
者
の
処
理
に
関
し
て
連
合
国
が
裁
判
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
の
意
義
の
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そ
の
た
め
に
本
稿
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
ま
ず
最
初
の
第
一
節
で
は
、
日
本
人
弁
護
団
が
結
成
き

れ
る
ま
で
の
過
程
に
関
す
る
素
描
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
登
場
す
る
前
提
と
も
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
第

一
一
節
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
登
場
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
扱
う
予
定
で
あ
る
。
第
三
節
で
は
、
裁
判

初
期
に
一
部
の
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
辞
任
す
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。
特
に
こ
の
最
後
の

問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
人
間
が
言
及
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
後
述
の
ょ
う
に
実
は
種
々
の
説
が
錯
綜
し
、
見
解
の
一
致
を

見
て
い
な
い
現
状
な
の
で
あ
る
。

東京裁判の弁護側

本
稿
の
基
本
的
な
目
的
は
、

向
を
把
握
す
る
こ
と
で
折
窃
↑

（
４
）

そ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
の
最
高
な
る
伝
統
の
賜
物
で
あ
る
」
。
ま
た
日
本
側
の
裁
判
関
係
者
た
ち
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護

（
５
）

人
の
役
割
を
高
く
評
価
す
る
点
で
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た
し
か
に
東
京
裁
判
で
の
弁
護
活
動
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
に
関
す
る
若
干
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
第
一
一
の
課

題
で
あ
る
。

日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人

「
日
本
政
府
は
、
戦
犯
裁
判
に
つ
い
て
は
、
す
こ
し
も
積
極
的
な
動
き
か
た
を
し
な
か
っ
た
。
戦
犯
問
題
に
ふ
れ
る
の
を
極
度
に
お
そ
れ
た
。

連
合
国
側
の
ぼ
う
大
な
組
織
に
た
い
し
て
、
戦
犯
容
疑
者
た
ち
は
、
個
人
々
々
が
裸
で
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
形
態
だ
っ
た
」
と
い

（
１
）
政
府

日
本
人
弁
護
団
の
成
立

開
廷
以
前
に
お
け
る
検
察
側
の
政
策
決
定
過
程
と
対
比
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
、
同
時
期
の
弁
護
側
の
動

3１



論

う
指
摘
が
あ
駒
一
し
か
し
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
限
定
的
と
は
い
え
、
早
く
か
ら
行
動
を
と
に
か
く
開
始
し
た
。
連
合
国
最
高
司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師
率
い

る
占
領
軍
の
進
駐
以
来
、
戦
犯
逮
捕
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
被
逮
捕
者
の
数
は
一
一
千
名
を
越
え
る
と
も
予
想
さ
れ
燭
↑
一
九
四
五
年
一
○
月
三
日

に
始
ま
る
終
戦
連
絡
各
省
委
員
釦
で
も
戦
犯
問
題
が
し
ば
し
ば
議
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
町
↑
外
務
省
の
外
局
で
あ
る
終
戦
連
絡
中
央

事
務
局
の
第
一
部
は
一
一
月
一
五
日
、
「
山
下
〔
奉
文
〕
大
将
ノ
裁
判
一
一
徴
ス
ル
ニ
、
本
邦
一
一
於
ケ
ル
裁
判
モ
公
開
セ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ト
予
想

セ
ラ
レ
、
其
弁
論
判
決
振
等
ハ
今
後
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
生
ス
ヘ
キ
ニ
付
キ
」
、
被
逮
捕
者
の
意
向
も
考
慮
し
な
が
ら
弁
護
対
策
を
立
て

よ
う
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
脇
↑
け
れ
ど
も
、
日
本
側
の
関
係
者
た
ち
に
は
、
と
り
わ
け
国
際
軍
事
裁
判
と
い
う
も
の
が
一
体
ど
の
よ
う
に

具
体
化
き
れ
る
の
か
容
易
に
見
当
が
つ
か
ず
、
彼
ら
は
文
字
ど
お
り
暗
中
模
索
の
状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
脇
↑

ま
ず
日
本
政
府
は
、
東
京
裁
判
に
関
す
る
統
一
見
解
を
打
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幣
原
喜
重
郎
内
閣
の
と
き
、
内
閣
書
記
官
長

の
次
田
大
三
郎
、
法
制
局
長
官
の
楢
橋
渡
、
外
務
省
政
務
局
長
の
田
尻
愛
義
、
陸
軍
省
軍
務
局
長
の
吉
積
正
男
中
将
、
海
軍
省
軍
務
局
長
の
保

科
善
四
郎
中
将
ら
が
「
開
戦
当
時
ノ
模
様
一
一
付
キ
取
調
べ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ガ
如
何
一
一
答
講
ス
ベ
キ
カ
ノ
案
文
」
に
つ
い
て
度
々
協
議
す
る
の
だ

が
、
こ
と
の
性
質
上
「
天
皇
ノ
御
責
任
一
一
触
レ
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
」
た
め
、
ど
う
し
て
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
つ
城
↑

そ
し
て
、
と
り
あ
え
ず
、
一
九
四
五
年
一
○
月
一
一
一
一
百
、
「
所
謂
戦
争
犯
罪
人
（
政
治
犯
人
）
弁
護
方
針
」
な
る
文
書
が
決
定
さ
れ
る
。
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
天
皇
に
累
を
及
ぼ
ざ
な
い
こ
と
、
国
家
に
対
す
る
被
害
お
よ
び
個
人
に
対
す
る
被
害
を
極
小
化
す
る
こ
と
を
「
根
本
目

的
」
と
し
、
戦
犯
処
罰
は
国
際
法
上
不
当
で
あ
る
こ
と
、
日
本
の
開
戦
の
正
当
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
戦
犯
の
容
疑
を
否
定
す
る
こ
と
を

「
基
本
方
針
」
に
す
る
と
い
う
、
大
雑
把
な
基
本
ラ
イ
ン
し
か
提
示
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
齢
↑

こ
れ
を
さ
ら
に
詳
述
し
た
も
の
と
し
て
、
終
戦
連
絡
幹
事
会
が
二
月
五
日
付
で
「
戦
争
責
任
等
に
関
す
る
応
答
要
領
」
を
作
成
し
た
。
そ

れ
は
、
日
米
開
戦
経
緯
ｌ
ｌ
日
本
側
は
、
ア
メ
リ
カ
が
真
珠
湾
攻
撃
を
こ
と
の
ほ
か
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
て
い
た
ｌ
に
つ
い
て
敷

術
し
た
以
外
は
、
大
筋
で
一
○
月
二
三
日
の
方
針
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
応
答
要
領
」
が
同
日
に
「
戦
争
責
任
等
に
関
す
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東京裁判の弁護側

る
件
」
と
し
て
閣
議
決
定
き
れ
、
政
府
の
公
式
見
解
と
な
っ
た
の
で
あ
琉
缶

こ
の
当
時
、
日
本
側
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
第
一
に
、
相
手
の
出
方
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
側
は
、
ア
メ
リ
カ
戦
略

爆
撃
調
査
団
の
調
査
内
容
や
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
Ｔ
の
ち
に
は
国
際
検
察
局
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）
が
加
わ
る
Ｉ
の
尋
問
内
容
か
ら
、
連
合
国
側

の
意
図
を
何
と
か
察
知
し
よ
う
と
努
め
て
い
倫
缶
ま
た
、
一
○
月
一
一
四
日
に
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
第
一
部
が
「
〔
裁
判
で
証
人
を
用
い
る
こ

と
は
〕
山
下
大
将
ノ
裁
判
ノ
時
モ
認
メ
ラ
レ
テ
居
ツ
タ
、
目
下
、
外
務
省
デ
モ
之
一
一
関
シ
研
究
中
ナ
叩
匡
と
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
に
遂
行
き
れ
た
戦
犯
裁
判
の
事
例
か
ら
予
測
す
る
こ
と
で
対
策
を
練
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
一
一
月
五
日
の
終
戦
連
絡
各

省
委
員
会
で
は
、
終
連
第
一
部
で
戦
犯
裁
判
を
担
当
す
る
中
村
豊
一
公
使
が
「
本
席
限
り
」
の
話
だ
と
断
っ
た
う
え
で
「
行
ハ
レ
ル
ヘ
キ
裁
判

ノ
内
容
…
…
弁
護
人
及
通
訳
ノ
問
題
等
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
加
↑
こ
の
こ
ろ
に
は
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
裁
判
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び

き
て
、
い
ま
一
つ
の
問
題
は
、
敗
戦
直
後
の
書
類
焼
却
に
起
因
す
る
八
証
拠
の
欠
乏
Ｖ
ｌ
そ
れ
は
検
察
側
の
み
な
ら
ず
日
本
側
を
も
悩
ま

せ
て
い
た
ｌ
で
あ
る
．
こ
の
点
に
関
し
て
睦
妻
外
務
大
臣
吉
田
茂
と
高
柳
賢
三
と
の
協
議
の
結
果
日
本
政
府
が
弁
護
団
を
直
接
援

助
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
何
も
し
な
い
の
も
不
適
当
だ
と
い
う
理
由
か
ら
、
一
九
四
五
年
三
一
月
、
終
戦
事
務
の
一
環
と
し
て
終
連
第
一
部

に
法
務
審
議
室
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
法
務
審
議
室
と
は
、
外
務
大
臣
の
監
督
下
に
あ
っ
て
、
戦
争
犯
罪
関
係
資
料
を
各
省
か
ら
供
出
き
せ
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
弁
護
団
に
提
供
す
る
機
関
で
あ
る
。
こ
の
機
関
設
置
に
関
す
る
一
一
一
月
一
四
日
の
会
合
記
録
に
よ
る
と
、
弁
護
団
は
民
間
組
織
で
あ

る
が
、
法
務
審
議
室
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
が
予
定
き
れ
て
い
愉
缶
ざ
ら
に
一
九
四
六
年
一
一
月
九
日
に
は
、
内
閣
書
記
官
長
、
法
制
局
長

官
ら
が
協
議
し
て
、
「
閣
議
諒
解
案
」
を
決
定
し
た
。
関
係
者
に
資
料
を
作
成
き
せ
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
弁
護
側
に
提
供
す
る
と
い
う
の

で
あ
緬
缶
か
く
し
て
、
た
と
え
ば
、
第
二
復
員
省
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
関
係
者
の
記
憶
か
ら
資
料
を
複
製
し
た
り
、
焼
却
を
免
れ
た
公
文
書

や
私
蔵
文
書
を
捜
索
し
て
い
っ
た
の
で
あ
勘
↑

す
で
に
少
数
の
弁
護
人
た
ち
も
動
き
始
め
て
い
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
彼
ら
は
、
特
に
陸
海
軍
に
関
す
る
知
識
を
欠
い
て
い
た
か
ら
、
政
府
の

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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援
助
な
し
に
は
仕
事
を
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
一
九
四
六
年
一
一
月
一
一
六
日
、
キ
ー
ナ
ン
が
終
連
第
一
部
の
太
田
三
郎
（
一
一
月
に
中

村
豊
一
の
後
任
と
な
っ
た
）
に
対
し
て
、
「
日
本
政
府
が
弁
護
団
に
弁
護
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
が
、
弁
護
そ
の
も
の
に
関

与
す
る
こ
と
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
違
反
と
な
る
」
と
釘
を
刺
し
鰯
↑
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
後
、
予
想
き
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
政
府
が
弁
護
に

、
、

直
接
関
与
す
る
｝
」
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
日
本
政
府
の
裁
判
対
策
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
実
際
の
個
別
具
体
的
な
対
策
準
備
と
な
る
と
、
各
組
織
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
に
、
外
務
省
の
動
き
で
あ
る
。
外
局
の
終
連
第
一
部
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
に
前
述
の
法
務
審
議
室
、
一
九
四
六
年
二
月
一
四
日
か

ら
は
戦
争
裁
判
連
絡
委
員
会
を
設
け
、
他
省
と
の
連
絡
調
整
に
努
め
た
。
外
務
省
内
に
も
、
同
年
二
月
一
四
日
に
戦
犯
事
務
室
と
戦
犯
調
査
室

（
型
）

が
設
け
ら
れ
、
戦
犯
容
疑
者
の
世
話
や
資
料
研
究
な
ど
の
業
務
に
あ
た
っ
た
。

外
務
省
関
係
の
裁
判
対
策
研
究
機
関
と
し
て
は
、
一
九
四
五
年
一
○
月
ご
ろ
、
財
界
の
出
資
を
得
て
組
織
さ
れ
た
内
外
法
制
研
究
会
が
挙
げ

ら
れ
る
。
弁
護
に
要
す
る
資
料
収
集
を
行
う
組
織
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
鵜
飼
信
成
、
高
柳
賢
三
、
高
木
八
尺
、
小
野
清
一
郎
、
信
夫

淳
平
、
河
合
良
成
ら
の
学
者
を
擁
し
て
い
た
。
こ
の
内
外
法
制
研
究
会
は
、
設
置
時
の
事
情
か
ら
す
る
と
、
外
務
省
系
の
団
体
で
あ
っ
筋
↑

第
一
一
に
、
旧
陸
軍
省
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
一
一
一
月
一
日
に
伴
虜
関
係
調
査
部
を
設
け
て
か
ら
、
翌
年
一
月
四
日
、
第
一
復
員
省
法
務
調
査

部
が
戦
後
処
理
に
関
す
る
研
究
会
を
発
足
き
せ
た
。
省
外
の
参
加
者
に
は
、
、
松
本
重
治
や
毛
利
英
於
菟
、
矢
部
貞
治
ら
が
お
り
、
入
江
啓
四
郎
、

和
辻
哲
郎
、
鶴
見
祐
輔
、
平
野
義
太
郎
、
信
夫
淳
平
と
い
っ
た
面
々
も
協
力
し
て
い
る
。
戦
犯
裁
判
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
、
一
月
一
二

日
か
ら
討
議
を
始
め
た
が
、
そ
の
こ
ろ
は
松
谷
誠
陸
軍
大
佐
が
「
戦
争
裁
判
の
準
備
、
何
等
中
核
者
な
し
、
思
い
や
ら
る
」
と
思
わ
ず
日
記
に

書
く
有
様
で
あ
っ
た
ｏ
松
谷
は
以
後
、
本
格
的
な
裁
判
準
備
を
促
進
す
る
必
要
を
各
方
面
に
説
い
て
ま
わ
っ
て
い
脇
↑

第
三
に
、
旧
海
軍
省
の
側
で
は
、
す
で
に
一
九
四
五
年
九
月
一
一
一
一
日
か
ら
戦
犯
裁
判
担
当
部
局
と
し
て
海
軍
終
戦
委
員
会
第
七
分
科
会
を
置

い
て
い
た
。
そ
し
て
翌
年
一
月
一
一
五
日
、
第
二
復
員
省
官
房
臨
時
調
査
部
が
、
海
軍
終
戦
委
員
会
第
五
分
科
会
の
な
か
に
弁
護
資
料
研
究
班
を
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料
研
究
班
は
、
ニ
ュ
ル
、

（
”
）

め
て
い
た
と
一
言
わ
れ
る
。

組
織
し
、
旧
海
軍
戦
犯
容
疑
者
を
弁
護
す
る
具
体
的
研
究
に
着
手
し
た
。
高
柳
賢
一
一
一
、
矢
部
貞
治
ら
が
嘱
託
の
特
別
委
員
で
あ
っ
た
。
弁
護
資

料
研
究
班
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
起
訴
状
を
モ
デ
ル
と
し
て
日
本
の
場
合
の
起
訴
内
容
を
予
測
す
る
な
ど
、
最
も
実
践
的
な
研
究
を
進

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
各
組
織
の
対
策
準
備
作
業
に
す
べ
て
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
一
九
四
五
年
末
に
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
四
一
一
歳
で

退
官
し
た
ば
か
り
の
矢
部
貞
治
が
い
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
活
動
を
第
二
復
員
省
関
係
に
限
っ
て
参
考
と
し
て
お
こ
う
。

一
九
四
六
年
一
月
一
一
一
日
、
第
二
復
員
省
の
三
代
辰
吉
海
軍
大
佐
が
高
柳
賢
一
一
一
の
紹
介
を
受
け
、
矢
部
貞
治
に
弁
護
資
料
研
究
班
へ
の
参
加

を
依
頼
し
た
。
矢
部
は
、
一
一
五
日
の
第
一
回
会
合
か
ら
嘱
託
の
特
別
委
員
と
な
る
が
、
「
始
め
か
ら
僕
を
中
心
に
し
て
く
れ
と
の
事
で
弱
る
。

忙
し
く
な
る
」
と
、
そ
の
気
の
重
き
を
日
記
に
綴
っ
て
い
脇
宗
事
実
、
こ
れ
か
ら
し
ば
し
の
間
、
海
軍
側
か
ら
の
資
料
提
供
や
説
明
を
受
け
、

研
究
成
果
を
第
二
復
員
省
に
報
告
す
る
と
い
う
具
合
に
、
彼
は
弁
護
調
査
の
件
で
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

総
じ
て
矢
部
の
議
論
は
、
国
際
政
治
史
の
諸
事
実
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
国
際
軍
事
裁
判
に
は
実
施
の
法
的
根
拠
が
な
い
と
い
う
点
を
衝
き
、

か
つ
ま
た
「
侵
略
戦
争
」
と
い
う
汚
名
を
歴
史
に
残
さ
な
い
よ
う
日
本
の
立
場
を
主
張
せ
よ
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
鰯
↑

そ
の
た
め
に
矢
部
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
「
東
亜
新
秩
序
」
概
念
や
大
政
翼
賛
会
の
性
質
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
精
力
を
注
い
だ
。

そ
し
て
ま
た
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
起
訴
状
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
日
本
の
場
合
の
起
訴
内
容
を
も
予
測
し
た
の
で
あ
輸
一
た
と
え
ば
、

一
一
月
五
日
に
「
日
本
戦
争
犯
罪
人
起
訴
の
予
想
」
と
題
し
て
報
告
し
た
矢
部
の
予
測
は
、
今
日
見
て
も
、
か
な
り
的
確
で
あ
っ
た
。
な
お
、
矢

部
が
こ
の
報
告
の
中
で
、
海
軍
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
ネ
イ
ヴ
ィ
ー
」
の
伝
統
を
守
り
、
陸
軍
を
抑
制
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
と
主
張
す
べ
し

と
提
言
し
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
注
目
に
値
す
緬
缶
の
ち
に
弁
護
側
の
陸
海
軍
が
分
裂
す
る
の
は
、
こ
の
種
の
提
案
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
提
言
し
て
い
る
こ
と
は
、
蛙

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
有
識
者
た
ち
の
研
究
協
力
を
得
て
、
日
本
側
は
個
別
に
裁
判
対
策
を
進
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
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民
間
団
体
の
大
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
敗
戦
後
ま
も
な
く
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
を
扱
う
戦
犯
委
員
会
を
設
け
て
い
た
が
、
や
が
て
、
そ
の
機
構
を

拡
充
し
、
Ａ
級
戦
犯
裁
判
に
も
対
処
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幹
部
は
、
鵜
沢
聡
明
、
清
瀬
一
郎
、
高
橋
義
次
、
林
逸
郎
、
菅
原
裕
と
い
っ
た

面
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
理
事
の
林
逸
郎
が
司
法
大
臣
岩
田
宙
造
に
対
し
て
、
日
本
人
弁
護
人
を
被
告
に
つ
け
る
よ
う
執
勧
に
運
動
唾

果
た
し
て
太
田
三
郎
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
弁
護
人
の
選
定
許
可
を
求
め
る
展
開
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
弁
護
人
選
任
の
権

利
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
と
同
様
に
保
証
き
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
ら
の
障
害
も
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
社
会
党
が
戦
犯
の
弁
護
を
禁
じ
る
党
議
を
決
定
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
棚
↑
弁
護
人
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
集
ま
っ
て
い
っ
た
。

終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
に
よ
る
一
九
四
六
年
一
一
一
月
一
日
付
の
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
弁
護
人
「
名
簿
」
に
は
、
七
六
名
の
容
疑
者
に
対
し
て
四
六
名

の
弁
護
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
吐
拶
そ
の
出
身
は
弁
護
士
、
判
事
、
学
者
、
官
僚
と
多
様
で
あ
り
、
依
頼
ル
ー
ト
も
ま
た
容
疑
者
個
人
の

依
頼
、
復
員
省
や
外
務
省
を
通
じ
た
依
頼
な
ど
と
様
々
で
あ
っ
鰯
↑

弁
護
人
た
ち
の
仕
事
の
条
件
は
劣
悪
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
一
月
一
○
日
、
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
総
務
部
長
の
井
口
貞
夫
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

提
出
し
た
覚
書
は
、
こ
う
述
べ
る
。
戦
犯
容
疑
者
た
ち
は
資
産
が
な
い
た
め
に
弁
護
人
の
選
任
権
を
享
受
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、

彼
ら
を
弁
護
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
言
葉
の
問
題
か
ら
意
思
の
疎
通
を
欠
く
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
日
本
政
府
が
日
本
人
弁
護
人
の
経
費
を
支
払
い
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
締
一
こ
の
提
案
の
背
景
に
は
、
被
告
だ
け
で
な
く
、
弁
護
人
の

生
活
自
体
も
き
わ
め
て
困
難
だ
と
い
う
状
況
が
あ
っ
筋
↑
そ
の
ほ
か
に
も
、
弁
護
人
は
当
初
、
警
備
上
の
理
由
か
ら
容
疑
者
と
の
面
会
も
制
限

き
れ
て
い
た
し
、
な
に
ぶ
ん
敗
戦
直
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
宿
舎
や
事
務
連
絡
に
も
支
障
を
来
た
す
と
い
う
有
様
で
あ
っ
愉
一

（
２
）
弁
護
人

こ
う
し
た
準
備
を
踏
ま
え
て
実
際
の
公
判
を
担
う
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
弁
護
人
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
彼
ら
の
動
向
を
検
討
し
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。



が
強
か
っ
た
」

東京裁判の弁護側

し
か
し
最
大
の
問
題
は
、
弁
護
人
た
ち
の
方
針
が
鋭
く
対
立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
．
一
九
四
六
年
四
月
ｌ
お
そ
ら
く
は
下
旬
ｌ
、
弁

護
人
会
合
が
開
か
れ
る
。
こ
こ
で
、
海
軍
被
告
担
当
の
高
橋
義
次
が
次
の
よ
う
な
「
弁
護
人
一
同
の
申
合
せ
」
を
提
案
し
た
。
第
一
に
、
天
皇

の
訴
追
・
証
人
喚
問
を
阻
止
し
、
第
一
一
に
、
「
国
家
弁
護
を
先
に
し
て
個
人
弁
護
を
一
一
の
次
と
す
る
こ
と
」
。
こ
れ
は
、
ス
ガ
モ
・
プ
リ
ズ
ン
の

内
側
で
嶋
田
繁
太
郎
海
軍
大
将
が
Ａ
級
容
疑
者
た
ち
の
意
見
を
聴
取
し
、
ま
と
め
た
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
「
第
一
一
の
提
案
の
趣
旨
を
ど

こ
ま
で
貫
く
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
」
だ
と
い
う
一
一
一
宅
正
太
郎
の
反
論
を
受
け
て
、
弁
護
団
全
体
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
獲
得
し
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
個
人
弁
護
を
一
一
の
次
」
と
い
う
く
だ
り
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
弁
護
団
の
内
部
に
は
、
弁
護
方
針
で
相
対
立
す
る
一
一
つ
の
集
団
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
に
は
、
軍
人
被
告
を
担
当
す
る

八
国
家
弁
護
Ⅱ
自
衛
戦
争
主
張
Ｖ
派
が
あ
り
、
鵜
沢
聡
明
、
清
瀬
一
郎
、
林
逸
郎
ら
大
日
本
弁
護
士
連
合
会
系
の
人
間
か
ら
な
っ
て
い
た
。
弁

護
人
滝
川
政
次
郎
の
証
言
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
「
自
分
は
弁
護
士
で
あ
る
と
い
う
自
覚
よ
り
は
、
自
分
は
日
本
国
民
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
方

他
方
は
、
外
務
省
を
中
心
と
し
て
、
文
官
被
告
を
担
当
す
る
八
個
人
弁
護
Ｖ
派
で
あ
る
。
こ
の
集
団
は
、
高
柳
賢
一
一
一
、
三
宅
正
太
師
序
外
務

省
系
の
内
外
法
制
研
究
会
に
属
し
た
人
々
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
方
針
も
八
国
家
弁
護
Ｖ
派
と
対
立
関
係
に
あ
っ
畑
↑
た
と
え
ば
、
吉
田
外

相
や
岩
田
法
相
か
ら
弁
護
人
就
任
を
依
頼
き
れ
た
高
柳
賢
三
は
、
「
侵
略
戦
争
と
か
、
自
衛
戦
争
と
か
い
う
区
別
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
国

際
法
は
そ
れ
を
処
罰
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
立
場
で
し
た
。
．
．
…
・
世
界
を
納
得
き
せ
る
だ
け
の
議
論
を
や
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

…
…
し
か
し
こ
う
し
た
国
際
的
視
野
か
ら
考
え
る
人
は
、
弁
護
人
の
中
で
も
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
」
と
、
み
ず
か
ら
の
立
場
を
説

日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人

（
狸
）

９

明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
八
国
家
弁
護
Ｖ
派
の
急
先
鋒
、
林
逸
郎
な
ど
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
八
個
人
弁
護
Ｖ
派
の
主
張
は
、
「
戦
争
を
し
た
の
は
、

軍
人
と
右
翼
と
だ
け
だ
。
そ
の
他
の
も
の
は
、
脅
か
さ
れ
て
唯
、
踊
ら
き
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
、
右
翼
と
軍
人
と
だ
け
を
処
罰
し

て
下
き
い
」
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
っ
て
、
「
テ
ン
デ
日
本
人
離
れ
を
し
た
」
「
売
国
奴
的
な
態
度
」
で
あ
る
よ
う
に
見
え
鰯
↑

（
羽
）

の
で
あ
る
。
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ざ
ら
に
言
え
ば
、
軍
人
被
告
の
場
合
で
す
ら
、
陸
軍
と
海
軍
で
は
利
害
が
一
致
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
被
告
個
人
の
見
解
に
し
て
も
、
徹
底

し
た
個
人
弁
護
方
針
の
被
告
ｌ
木
戸
幸
一
に
顕
著
で
あ
る
ｌ
が
い
る
な
ど
、
各
自
の
方
針
は
異
な
っ
た
の
で
あ
率

こ
う
し
た
状
況
は
、
政
府
関
係
の
人
間
に
と
っ
て
、
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
第
一
復
員
省
の
松
谷
誠
は
、
四
月
二
日
、
松
本
重
治
、

武
村
忠
雄
か
ら
、
「
陸
軍
は
大
陸
に
責
任
、
海
軍
は
戦
争
責
任
な
し
、
日
米
開
戦
は
ソ
連
の
謀
略
」
と
い
う
当
時
の
見
方
を
踏
ま
え
て
「
協
同

裁
判
対
策
の
強
調
、
泥
試
合
は
絶
対
禁
物
」
だ
と
助
言
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
松
谷
は
、
「
逐
次
、
思
想
統
一
困
難
、
責
任
回
避
が
問
題
」
、

「
戦
犯
弁
護
人
の
経
費
工
面
並
び
に
思
想
統
一
が
癌
、
前
途
多
難
が
予
想
せ
ら
る
。
中
々
、
犠
牲
的
人
物
に
乏
し
」
と
、
そ
の
懸
念
を
日
記
に

説

（
妃
）

あ
っ
た
。

政
策
対
立
を
は
ら
み
な
が
ら
日
本
側
弁
護
団
が
何
と
か
形
を
な
し
た
の
は
、
「
弁
護
人
会
」
が
発
足
し
た
四
月
二
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
開
廷
翌
日
の
五
月
四
日
、
よ
う
や
く
極
東
国
際
軍
事
裁
判
日
本
弁
護
団
の
結
成
を
見
る
。
団
長
は
鵜
沢
聡
明
、
副
団
長
は
清
瀬
一
郎
で

（
〃
）

吐
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

華
雨

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ざ
ら
に
言
え
ば
、
軍
人
被
告
（

こ
の
両
派
の
対
立
は
、
同
年
六
月
一
八
日
の
弁
護
団
総
会
に
お
い
て
も
噴
出
し
、
ま
っ
た
く
解
決
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
責
任
者
の
鵜

沢
聡
明
や
清
瀬
一
郎
が
、
統
一
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
考
え
、
各
委
員
会
の
運
用
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
城
↑

思
う
に
、
八
国
家
弁
護
Ｖ
と
八
個
人
弁
護
Ｖ
は
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
わ
け
で
な
く
、
一
一
者
択
一
す
べ
き
オ
プ
シ
ョ
ン
で
も
な
い
か
ら
、
あ
る

い
は
何
ら
か
の
妥
協
点
を
見
出
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
政
府
の
統
一
見
解
は
二
つ
の
方
針
を
混
在
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
政
策
対
立
が
い
っ
こ
う
に
解
消
き
れ
な
か
っ
た
の
は
、
派
閥
的
な
争
い
が
そ
こ
に
絡
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
大
日
本

弁
護
士
連
合
会
は
、
内
外
法
制
研
究
会
が
外
務
省
の
紐
つ
き
で
あ
る
こ
と
に
反
発
を
感
じ
て
い
て
、
こ
れ
を
牽
制
す
べ
く
独
自
の
弁
護
人
候
補

（
妬
）

者
を
新
聞
発
表
す
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
八
国
家
弁
護
Ｖ
派
と
八
個
人
弁
護
Ｖ
派
の
対
立
の
兆
し
が

し
か
し
、
四
月
一
一
四
日
付
の
第
二
復
員
省
の
文
書
が
「
各
省
、
容
疑
者
並
び
に
之
を
取
巻
く
者
よ
り
は
勝
手
な
る
手
記
資
料
乱
発
せ
ら
れ
、
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東
京
裁
判
に
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
登
場
し
た
の
は
、
い
か
な
る
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
木
戸
幸
一
は
「
日

本
側
の
申
出
に
よ
る
も
の
か
、
米
国
側
の
イ
ー
ー
シ
ヤ
テ
イ
ブ
に
よ
る
も
の
か
の
経
緯
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
な
い
」
と
一
九
六
四
年
に
回
想
し

て
い
る
術
↑
日
本
側
関
係
者
の
従
来
の
証
言
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
派
遣
は
日
本
側
に
よ
る
提
案
の
成
果
で
あ
っ
煽
〆
ア
メ
リ
カ

検
事
補
ソ
リ
ス
・
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ッ
も
ま
た
、
連
合
国
側
及
び
日
本
側
の
双
方
と
も
日
本
人
弁
護
人
が
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
い
る
こ
と

を
最
初
か
ら
認
識
し
て
い
た
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
側
の
要
求
に
応
え
て
弁
護
人
を
派
遣
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
闘
〆

英
米
法
に
通
じ
ず
、
法
廷
を
支
配
す
る
は
ず
の
英
語
も
十
分
理
解
し
な
い
日
本
側
が
、
本
場
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
援
助
が
必
要
だ
と

考
え
る
の
は
、
し
ご
く
自
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
日
本
で
英
米
法
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
高
柳
な
ど
は
、
東
京
裁
判
が

東京裁判の弁護慣

マ
マ

各
省
間
、
弁
護
士
問
共
に
殆
ど
横
の
連
絡
を
欠
ぎ
あ
る
為
、
弁
護
士
と
－
）
て
は
自
然
是
等
の
統
制
も
責
任
も
な
き
資
料
を
唯
一
の
手
懸
り
と
し
、

而
も
容
疑
者
個
人
の
弁
護
を
主
体
と
す
る
準
備
を
進
む
る
の
結
果
と
な
り
あ
堀
一
と
慨
嘆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
裁
判
直

前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
省
間
の
連
絡
は
滞
っ
て
弁
護
人
も
分
解
状
態
と
い
う
、
統
一
的
準
備
な
ど
到
底
で
き
そ
う
も
な
い
空
気
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
、
弁
護
人
の
正
式
就
任
は
か
な
り
遅
れ
て
し
ま
い
、
開
廷
翌
日
の
五
月
四
日
の
法
廷
で
担
当
主
任
弁
護
人
を
紹
介
で
き
た
被
告
は
一
一

三
名
に
過
ぎ
ず
、
翌
五
日
に
残
り
五
名
の
弁
護
人
が
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
始
末
で
あ
っ
鰯
↑

こ
の
よ
う
に
、
弁
護
団
が
一
応
成
立
し
て
も
、
検
察
側
に
比
べ
て
、
弁
護
側
の
政
策
は
著
し
く
拡
散
し
、
ま
た
個
々
の
複
雑
な
人
的
・
集
団

こ
の
よ
う
に
、
弁
護
団
が
一
応
成
一
や

（
別
）

的
対
立
が
内
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
弁
護
側
に
は
、
も
う
一
貫

人
で
あ
る
。

日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人

二
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
登
場 つ

の
要
素
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
徹
底
し
た
八
個
人
弁
護
Ｖ
を
至
上
の
使
命
と
考
え
る
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
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説

「
明
ら
か
に
英
米
法
の
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
起
案
さ
れ
て
き
た
」
こ
と
を
い
ち
早
く
察
知
し
て
い
た
の
で
あ
琉
一
豊
田
隈
雄
の
述
懐
に
よ
る

と
、
墓
一
郎
ほ
か
一
部
の
弁
護
人
は
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
ず
反
対
し
た
の
だ
が
、
外
務
省
ｌ
高
柳
は
外
務
省
系
で
あ
っ
た
ｌ
が
ア
メ
リ
カ

人
弁
護
人
の
必
要
を
強
く
訴
え
た
。
そ
こ
で
、
終
連
が
、
す
で
に
来
日
し
て
い
た
判
事
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
人
な
い
し
イ
ギ
リ
ス
人
弁
護
人
を

選
任
す
る
よ
う
要
請
し
た
と
い
う
の
で
あ
称
↑
こ
れ
以
後
の
経
緯
は
一
次
資
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
代
理
裁
判
長
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
判
事
エ
リ
マ
．
Ｈ
・
ノ
ー
ス
ク
ロ
フ
ト
は
、
こ
の
要
請
を
認
め
た
。
そ
し
て
一
一
一
月
一
五
日
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
、
十
分
な
弁
護
と
公
正
な
裁
判
を
実
現
す
る
の
に
ア
メ
リ
カ
人
な
い
し
イ
ギ
リ
ス
人
弁
護
人
が
必
要
だ
と
い
う
提
案

は
判
事
た
ち
の
見
解
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
書
き
送
り
、
経
験
と
能
力
の
あ
る
弁
護
人
を
派
遣
す
る
よ
う
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
月
一
九
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ノ
ー
ス
ク
ロ
フ
ト
に
太
田
の
提
案
を
承
認
す
る
旨
を
伝
え
る
が
、
そ
の
際
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
は
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
経
由
で
ワ
シ
ン
ト
ン
の
陸
軍
主
任
法
務
官
の
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

に
対
し
て
、
す
で
に
一
一
月
二
一
日
、
陸
海
軍
人
ま
た
は
文
民
の
中
か
ら
適
格
な
弁
護
人
一
五
名
な
い
し
一
一
○
名
を
選
抜
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
は
三
月
七
日
に
な
っ
て
、
文
民
主
体
の
一
五
名
を
派
遣
す
る
手
配
を
し
た
と
通
知
し
て
き
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
当
局
は
、
さ
ら
に
二
五
名（

駒
）

に
増
員
す
る
よ
う
再
度
要
求
し
て
い
る
し
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
た
ち
に
は
旅
行
優
先
権
を
与
え
て
早
急
な
来
日
を
は
か
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
ジ
ョ
ン
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
は
、
こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
覚
書
に
言
及
き
れ
る
「
太
田
氏
」
を
根
拠
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護

人
派
遣
案
を
最
初
に
提
起
し
た
の
は
土
肥
原
賢
二
担
当
弁
護
人
の
「
太
田
金
次
郎
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
棚
↑
こ
れ
は
太
田
三
郎
の
誤
り

に
違
い
な
い
。
そ
の
根
拠
は
、
第
一
に
、
日
本
人
弁
護
団
で
こ
の
種
の
重
要
事
を
提
案
す
る
と
す
れ
ば
、
よ
り
シ
ニ
ア
・
ク
ラ
ス
の
人
間
が
出

向
く
は
ず
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
当
時
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
と
常
時
交
渉
し
て
い
る
の
は
太
田
三
郎
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
、
あ
る
疑
問
が
生
じ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ノ
ー
ス
ク
ロ
フ
ト
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
日
本
側
の
提
案
を
伝

達
し
た
の
は
、
一
一
一
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
れ
よ
り
三
週
間
も
前
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
選

抜
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
従
来
の
日
本
側
説
明
と
矛
盾
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
は
次
の
事
実
で
解

4０
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そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
弁
護
人
を
派
遣
し
た
の
か
。
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ッ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
を
つ
け
た
こ
と
の
「
本
来
の
目
的
」

は
、
被
告
に
「
最
高
度
の
」
弁
護
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
縮
↑
本
当
に
そ
う
し
た
単
純
な
動
機
し
か
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
本
稿
は
次
の
電
報
に
注
目
し
た
い
。
一
九
四
六
年
四
月
九
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
政
治
顧
問
部
（
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｄ
）
に
勤
務
し
て
い
た
有
能
な
外
交
官
マ
ッ
ク
ス
．
Ｗ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
が
国
務
長
官
ジ
ェ
イ
ム
ズ
．
Ｆ
・
バ
ー
ン
ズ
に
、
弁
護
側
の
活
動
状
況

を
次
の
よ
う
に
報
告
す
る
。

消
さ
れ
る
。
さ
き
の
一
九
四
六
年
一
月
一
○
日
付
の
井
口
貞
夫
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
宛
覚
書
は
「
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
」
に
言
及
し
て
い
た
し
、
同
日
の

キ
ー
ナ
ン
と
中
村
豊
一
（
太
田
三
郎
の
前
任
者
）
の
会
談
で
も
、
キ
ー
ナ
ン
が
「
明
日
…
…
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
よ
う

〔
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
〕
要
求
す
る
」
と
確
約
し
て
い
堀
↑
そ
し
て
二
月
一
一
四
日
に
太
田
三
郎
が
キ
ー
ナ
ン
に
、
米
英
の
弁
護
人
を
つ
け
れ
ば
裁
判
所
は

「
公
平
」
に
な
る
と
力
説
し
つ
つ
、
そ
の
派
遣
を
正
式
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ノ
ー
ス
ク
ロ
フ
ト
を
通
じ
た
提
案
は
、
ア
メ
リ
カ

人
弁
護
人
の
件
が
な
か
な
か
進
捗
し
な
か
っ
た
た
め
に
日
本
側
が
再
度
提
案
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
怖
↑

な
お
、
太
田
の
提
案
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
み
な
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
人
を
も
含
ん
で
い
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
回
答
で
は
、
「
管
理
上
な
ら
び

に
輸
送
上
の
問
題
」
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
が
望
ま
し
い
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
茄
一
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
場

合
、
「
こ
の
よ
う
な
訴
訟
手
続
き
に
従
事
す
る
こ
と
は
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
の
で
あ
っ
唾
イ
ギ
リ
ス
が
弁
護
人
を
派
遣
す
る

可
能
性
は
皆
無
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
弁
護
人
を
派
遣
し
た
の
か
。
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ッ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
を
つ
け
た
こ
と
の

は
、
被
告
に
「
最
高
度
の
」
弁
護
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
縮
↑
本
当
に
そ
う
し
た
単
純
な

起
訴
状
の
送
達
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
現
在
、
期
待
き
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
起
訴
状
は
四
月
一
五
日
に
送
達
き
れ

る
）
、
拘
留
中
の
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
の
ほ
と
ん
ど
が
弁
護
人
を
選
定
し
た
。
弁
護
人
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
組
織
化
し
、
い
く
つ
か
の
共
通

問
題
を
議
論
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
英
語
に
流
暢
で
英
米
法
を
広
く
経
験
す
る
メ
ン
バ
ー
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
有
能
な
ア
メ
リ
カ
人
法

律
家
…
…
の
助
力
を
求
め
、
外
国
の
最
近
の
法
律
資
料
に
も
ア
ク
セ
ス
し
た
い
と
要
求
し
て
い
脇
↑
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そ
し
て
ビ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
多
く
の
日
本
人
が
危
倶
し
て
い
る
の
は
東
京
裁
判
が
法
的
な
裁
き
よ
り
む
し
ろ
「
政
治
的
な
報
復
」
と
な
る
こ
と

で
あ
る
と
述
べ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
注
意
を
喚
起
す
る
の
で
あ
琉
一

ビ
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
は
四
月
付
で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
直
接
証
拠
に
は
な
り
え
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
判
断
は
ア
メ
リ

カ
人
弁
護
人
が
登
場
し
た
理
由
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
被
告
た
ち
に
十
分
な
弁
護
の
機
会
を
与
え

な
け
れ
ば
、
「
政
治
的
な
報
復
」
と
い
う
裁
判
評
価
が
日
本
側
に
定
着
し
て
し
ま
う
と
恐
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
勝
者
の
報

復
」
と
い
う
評
価
が
定
着
す
る
こ
と
は
、
占
領
者
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
避
け
た
い
事
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
称
↑
こ
う
考
え
れ
ば
、

裁
判
所
の
「
公
平
一
を
強
調
す
る
前
述
の
太
田
の
一
一
月
一
一
四
日
付
要
請
は
ア
メ
リ
カ
側
の
そ
う
し
た
不
安
を
的
確
に
衝
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い

裁
判
所
の
「
公
平
」
を
強
調
｛

う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
関
係
国
、
と
り
わ
け
英
連
邦
諸
国
に
と
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
は
不
安
な
要
因
で
あ
っ
た
。
一

九
四
六
年
四
月
下
旬
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
所
属
す
る
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
年
収
は
六
千
ド
ル
な
い
し
八
千
ド
ル
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
新
聞
報
道
が

あ
っ
析
缶
英
連
邦
検
察
官
た
ち
は
、
誰
が
そ
の
決
定
を
下
し
た
か
に
つ
い
て
確
実
な
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
独

断
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
か
く
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
参
与
検
察
官
ロ
ナ
ル
ド
．
Ｈ
・
ク
ィ
リ
ァ
ム
は
本
国
の
外
務
次
官

ア
リ
ス
タ
ー
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
１
卿
に
自
分
の
懸
念
を
打
ち
明
け
る
。
ク
ィ
リ
ア
ム
が
恐
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
た
ち
が
裁
判
を

ア
レ
イ
ン
メ
ン
卜

著
し
く
長
引
か
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
た
ち
は
、
準
備
を
整
え
る
た
め
に
、
起
訴
認
否
手
続
き
と
公
判
審
理
開
始
の
イ
ン

タ
ー
ヴ
ァ
ル
を
長
く
と
っ
て
欲
し
い
と
申
請
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
裁
判
所
は
、
未
到
着
の
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
も
い
る
と
い

う
事
情
か
ら
し
て
、
こ
の
申
請
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
ま
い
。
ざ
ら
に
ま
た
、
東
京
裁
判
に
強
烈
な
ア
メ
リ
カ
的
偏
向
が
持
ち
込
ま
れ
る
で

あ
ろ
う
し
、
ア
メ
リ
カ
の
訴
訟
手
続
き
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
技
術
的
方
策
が
最
大
限
に
利
用
き
れ
、
果
た
し
て
裁
判
が
長
引
く
こ

あ
ろ
う
し
、
ア
メ
リ
カ
の
訴
郭

と
に
な
る
と
い
う
の
で
・
あ
琉
一

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
と
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
を
一
枚
岩
と
見
て
、
警
戒
心
を
つ
の
ら
せ
る
関
係
諸
国
も
あ
っ
た
。
し
か
し
当
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
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彼
が
そ
う
考
え
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
次
の
よ
う
な
事
情
で
あ
る
。
極
東
裁
判
所
の
書
記
局
長
ヴ
ァ
ー
ン
・
ウ
ォ
ル
ブ

リ
ッ
ジ
陸
軍
大
佐
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
参
謀
長
リ
チ
ャ
ー
ド
．
Ｊ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
陸
軍
少
将
の
口
頭
命
令
に
応
じ
て
、
一
九
四
六
年
四
月
五
日
、
裁
判
所

書
記
局
の
機
構
と
し
て
弁
護
部
ｅ
①
庁
邑
の
①
豆
房
一
目
）
を
設
置
し
、
さ
ら
に
同
月
一
一
一
一
日
、
コ
ー
ル
マ
ン
を
「
首
席
弁
護
官
」
（
○
宮
①
｛
己
①
‐

雪
の
①
ｎ
ｏ
目
の
①
一
）
に
任
命
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
月
一
三
日
に
い
た
る
や
、
裁
判
所
は
検
察
側
に
も
弁
護
側
に
も
関
与
し
た
く
な
い
と
す
る
裁

判
長
ウ
イ
リ
ア
ム
．
Ｆ
・
ウ
エ
ッ
ブ
卿
の
指
示
に
よ
っ
て
、
そ
の
措
置
は
双
方
と
も
に
撤
回
き
れ
て
し
ま
つ
畑
↑
ウ
エ
ッ
ブ
は
、
書
記
局
の
措

弁
護
人
の
花
井
忠
は
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
れ
ば
、
仇
敵
の
日
本
を
、
ア
メ
リ
カ
人
が
公
正
に
弁
護
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
危
倶
の
念
は

多
く
の
弁
護
人
が
占
領
軍
の
軍
人
で
あ
っ
た
事
実
か
ら
も
、
当
初
は
払
拭
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
観

念
は
日
本
側
に
い
っ
そ
う
強
か
っ
た
で
あ
る
一
狸
そ
し
て
ま
た
、
各
自
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
一
名
を
選
択
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
被
告
の
側
も

当
初
の
と
こ
ろ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
こ
と
を
裁
判
所
と
日
本
人
弁
護
人
の
仲
介
役
だ
と
い
う
程
度
に
し
か
認
識
し
て
い
な
か
っ
飾
缶

ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
は
、
一
部
は
東
京
で
、
一
部
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
約
十
名
は
、
一
九
四
六
年
五

月
三
日
の
開
廷
以
来
、
公
判
に
出
席
し
て
い
た
。
他
方
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
一
四
名
は
同
年
五
月
一
七
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
来
日
す
る
。

こ
の
こ
ろ
、
元
横
浜
ア
メ
リ
カ
軍
事
法
廷
判
事
で
当
時
は
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
団
長
で
あ
っ
た
ビ
ヴ
ァ
リ
ー
．
Ｍ
・
コ
ー
ル
マ
ン
海
軍
予
備
役

大
佐
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
公
判
手
続
き
に
正
式
に
従
事
す
る
た
め
に
は
、
何
と
し
て
も
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
団
の
法
的
地
位
を
公
に
承
認

大
佐
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
公
判
手
栓

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

で
さ
え
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
を
厚
遇
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
事
実
は
逆
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
節
で
明
ら
か
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

三
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
抗
議
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置
が
指
揮
系
統
違
い
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
憤
激
し
た
の
で
あ
る
．
し
か
も
、
．
‐
ル
マ
ン
ー
こ
の
時
点
で
彼
は

特
定
の
被
告
を
担
当
し
て
い
な
か
っ
た
ｌ
は
、
四
月
二
九
日
に
起
訴
認
否
手
続
き
を
判
事
室
で
行
う
よ
う
提
議
し
、
五
月
四
日
の
公
判
で
は

ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
を
紹
介
し
た
い
と
申
し
出
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
法
的
地
位
が
あ
い
ま
い
で
あ
る

ｌ
裁
判
所
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
．
‐
ル
マ
ン
た
ち
が
弁
護
人
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
被
告
個
人
か
ら
担
当
弁
護
人
と
し
て
正
式
に

選
任
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ｌ
と
の
理
由
か
ら
拒
絶
さ
れ
て
い
極

第
一
一
に
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
み
ず
か
ら
の
「
名
義
上
の
依
頼
人
の
利
益
」
に
だ
け
関
、
心
を
集
中
さ
せ
、
「
全
被
告
共

通
の
利
益
」
を
顧
み
な
い
と
い
う
可
能
性
を
す
で
に
危
倶
し
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
、
日
本
人
弁
護
人
の
能
力
不
足
を
認
知
し
、
公
判
の
前
途

を
憂
え
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
全
被
告
の
利
益
保
護
を
要
求
き
れ
る
弁
護
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
職
責
に
鑑
み
、
弁
護
人
た
ち
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
疏
缶

こ
う
し
た
状
況
で
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
五
月
八
日
、
裁
判
所
を
通
じ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
裁
判
所
憲
章
の
修
正
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。

コ
ー
ル
マ
ン
の
提
案
は
、
憲
章
第
三
条
に
、
も
っ
ぱ
ら
管
理
目
的
の
た
め
だ
け
に
極
東
裁
判
所
の
書
記
局
に
所
属
す
る
「
国
際
弁
護
局
」

（
言
①
目
豊
○
邑
己
①
符
胃
①
の
①
ｓ
ｏ
目
）
と
い
う
組
織
の
設
置
を
規
定
し
、
第
八
条
に
、
裁
判
所
で
の
地
位
を
有
す
る
「
首
席
弁
護
官
」
の
任
命
を

定
め
て
欲
し
い
と
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
後
者
の
修
正
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
八
条
ｃ
項

弁
護
人
ｌ
国
際
弁
護
局
の
首
席
弁
護
官
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
に
よ
っ
て
任
命
き
れ
：
：
：
被
告
の
弁
護
活
動
に
責
任
を
有
す
る
．

首
席
弁
護
官
は
、
裁
判
所
に
お
け
る
地
位
を
有
す
る
も
の
と
し
、
弁
護
局
の
他
の
連
合
国
弁
護
人
も
ま
た
首
席
弁
護
官
か
ら
の
授
権
に
も

と
づ
い
て
裁
判
所
に
お
け
る
地
位
を
有
す
る
も
の
と
す
緬
一
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こ
の
提
案
を
見
た
ウ
ェ
ッ
ブ
は
、
こ
れ
は
裁
判
所
の
決
定
を
く
つ
が
え
そ
う
と
す
る
も
の
だ
と
受
け
と
っ
て
、
二
日
後
に
判
事
団
会
議
を
招

集
し
た
。
長
い
議
論
の
あ
と
、
裁
判
所
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
に
至
急
、
提
案
を
撤
回
せ
よ
と
迫
っ
た
。
コ
ー
ル
マ
ン
み
ず
か
ら
が
判
事
団
の
前
で

自
説
を
主
張
す
る
の
だ
が
、
裁
判
所
の
立
場
は
頑
と
し
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
疏
一

し
か
し
事
態
は
、
こ
れ
で
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
五
月
一
一
○
日
に
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
後
発
グ
ル
ー
プ
と
先
発
グ
ル
ー
プ
が
共
同
会
議
を

開
き
、
こ
こ
で
以
上
の
よ
う
な
状
況
が
問
題
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
即
刻
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
直
接
会
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
状
況
の
非
を
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
た
。
そ
し
て
同
日
中
に
、
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
同
期
生
で
全
米
で
も
著
名
な
刑
事
事
件

専
門
弁
護
士
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
．
Ｗ
・
ガ
イ
ダ
ー
（
東
候
英
機
担
当
）
を
伴
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
参
謀
第
一
部
（
Ｇ
Ｉ
）
企
画
政
策
部
の
Ｒ
・
カ
ー

要
す
る
に
、
問
題
は
、
弁
護
団
の
法
的
地
位
が
あ
い
ま
い
で
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
に
何
ら
権
限
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
彼
ら

は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
援
助
を
仰
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
回
答
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
出
し
た
五
月
二
四
日
付
覚
書
は
、
管
理
目
的
の
た
め
だ
け
に
弁
護
部
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
法
務

局
に
所
属
さ
せ
、
コ
ー
ル
マ
ン
を
弁
護
人
代
表
に
任
命
す
る
と
い
う
「
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
権
限
」
し
か
与
え
な
か
っ
た
。
さ
き
の
コ
ー
ル

マ
ン
に
よ
る
裁
判
所
憲
章
の
修
正
案
が
却
下
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
二
九
日
に
な
る
と
、
コ
ー
ル
マ
ン
と
ガ
イ
ダ
ー

は
、
今
度
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
法
務
局
長
ア
ル
ヴ
ァ
．
Ｃ
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
大
佐
を
訪
問
す
る
の
だ
が
、
や
は
り
何
の
成
果
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

コ
ー
ル
マ
ン
は
三
○
日
に
い
た
っ
て
、
も
う
一
度
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
見
解
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
弁
護
団
は
裁
判
所
の
「
直
接
の
権
限
下

で
機
能
す
べ
き
だ
」
と
い
う
の
で
あ
脇
↑
と
こ
ろ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
裁
判
所
が
自
己
の
機
構
と
し
て
弁
護
団
を
組
織
す
る
見
込
み

は
な
い
。
コ
ー
ル
マ
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
国
際
検
察
局
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
一
部
局
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
よ
う
に
、
弁
護
側

も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
も
と
に
所
属
き
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
さ
も
な
く
ば
、
効
果
的
な
弁
護
な
ど
望
む
べ
く
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
た

シ
ー
大
佐
と
会
談
す
る
こ
と
と
な
る
。

る
０
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ち
の
無
統
制
な
行
動
と
無
気
力
を
招
く
だ
け
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
五
月
三
一
日
に
い
た
っ
て
、
コ
ー
ル
マ
ン
、
ガ
イ
ダ
ー
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ィ
ー
ル
、
ノ
リ
ス
．
Ｎ
・
ア
レ
ン
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｔ
・
ヤ
ン
グ
、
ジ
ョ
ゼ
フ
．
Ｆ
・
ハ
イ
ン
ズ
、
ホ
ワ
イ
ト
、
リ
ー
ア
ル
ら
、
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
海
軍
出
身
の
弁
護
人
た
ち
は
、

「
現
状
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
偽
ら
ざ
る
懸
念
の
証
し
と
し
て
」
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
辞
任
を
願
い
出
齢
↑
こ
の
直
前
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
は
、

じ
か
に
コ
ー
ル
マ
ン
た
ち
の
慰
留
を
は
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
ら
を
翻
意
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
腕
↑

し
ば
し
ば
指
摘
き
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
コ
ー
ル
マ
ン
た
ち
は
「
一
流
の
法
律
家
」
で
あ
り
、
彼
ら
が
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
弁
護

側
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
重
大
な
損
失
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
辞
任
理
由
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
。

第
一
に
、
コ
ー
ル
マ
ン
と
ア
ナ
ポ
リ
ス
の
同
期
生
で
当
時
は
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｄ
に
い
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
。
Ｊ
・
シ
ー
ポ
ル
ト
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
援

助
要
求
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
「
頑
強
に
拒
絶
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
、
後
発
グ
ル
ー
プ
と
の
意
見
の
相
違
、
を
指
摘
し
て
い
碗
缶

第
一
一
に
、
児
島
雲
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
対
立
を
理
由
に
挙
げ
諭
缶

マ
マ

第
一
一
一
に
、
重
光
葵
は
開
廷
直
後
に
こ
う
記
し
て
い
る
。
「
占
領
軍
側
は
．
…
：
弁
護
側
は
其
の
信
認
す
る
団
長
に
よ
っ
て
指
導
す
る
こ
と
を
得

る
様
に
仕
組
ん
で
あ
る
様
で
あ
っ
た
。
米
人
弁
護
人
の
人
々
は
か
か
る
遣
り
方
を
嫌
っ
て
、
団
長
の
必
要
の
な
い
事
を
主
張
し
て
、
遂
に
コ
ー

ル
マ
ン
大
佐
は
団
長
を
辞
し
て
帰
国
す
る
に
至
っ
師
一
。
こ
の
重
光
説
の
後
段
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
団
長
の
必
要
」
を

め
ぐ
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
一
一
つ
に
割
れ
て
い
た
と
い
う
な
ら
整
合
的
だ
が
、
重
光
の
記
述
は
そ
う
し
た
状
況
を
示
し
て
は
い
な
い
。

コ
ー
ル
マ
ン
た
ち
が
「
団
長
の
必
要
の
な
い
事
を
主
張
し
」
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
逆
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

第
四
に
、
ソ
リ
ス
．
ホ
ー
ウ
イ
ッ
ッ
は
、
前
述
し
た
裁
判
所
と
コ
ー
ル
マ
ン
の
乳
蝶
を
原
因
と
し
て
説
明
し
て
い
加
↑

最
後
に
、
ジ
ョ
ン
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
と
ア
ー
ノ
ル
ド
．
Ｃ
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
の
見
方
が
あ
る
。
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
は
、
他
の
ア
メ
リ
カ
人
弁
護

人
た
ち
は
コ
ー
ル
マ
ン
が
「
帝
国
」
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
と
反
発
し
、
そ
れ
が
辞
任
の
背
景
に
あ
っ
た
と
述
べ
脇
↑
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン

も
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
弁
護
側
を
指
揮
す
る
と
い
う
状
況
に
他
の
勢
力
が
憤
激
し
た
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
内
部
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
対
立
を
強

4６

論



調
し
て
い
る
の
で
あ
師
↑

き
て
、
こ
れ
ら
を
妥
坐

東京裁判の弁護側

き
て
、
こ
れ
ら
を
妥
当
性
の
あ
る
も
の
に
限
っ
て
大
別
す
る
と
、
（
一
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
、
（
一
一
）
裁
判
所
と
の
関
係
、
（
三
）
ア
メ
リ
カ

人
弁
護
人
内
部
の
対
立
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
本
稿
の
立
場
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
裁
判
所
と
の
関
係
を
見
る
と
、
ウ
ェ
ッ
ブ
が
「
首
席
弁
護
官
」
と
い
う
役
職
を
撤
回
し
た
こ
と
に
は
、
裁
判
所
の
威
厳
を
高
め
る
た
め

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
干
渉
を
排
除
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ッ
ブ
が
コ
ー
ル
マ
ン
の
審
理
関
係
の
要
求
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
彼

の
法
廷
に
お
け
る
地
位
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ェ
ッ
ブ
に
よ
る
と
、
被
告
の
選
任
を
受
け
さ
え
す
れ
ば
、
問
題
は
解
消
す
る
は
ず

で
あ
っ
た
。
し
か
し
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
検
察
側
と
同
等
の
地
位
お
よ
び
権
限
を
掌
握
す
る
こ
と
を
欲
し
た
。
も
は

や
裁
判
所
に
期
待
し
な
い
彼
は
、
国
際
検
察
局
に
し
て
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
一
部
局
な
の
だ
か
ら
と
考
え
て
、
要
求
先
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
転
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
応
し
だ
い
で
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
辞
任
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
内
部
の
対
立
と
い
う
理
由
づ
け
は
へ
ど
う
か
。
証
言
者
も
存
在
す
る
こ
と
か
師
↑
当
時
、
コ
ー
ル
マ
ン
た
ち
に

反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
反
対
派
を
制
御
す
る
必
要
も
あ
っ
て
、

憲
章
修
正
を
必
死
に
な
っ
て
提
案
し
た
と
考
え
れ
ば
、
辻
棲
が
合
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
海
軍
出
身
の
コ
ー
ル
マ
ン
た
ち
が
執
鋤
に
運
動
し
た

こ
と
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
不
快
に
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
内
部
対
立
は
、
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
要

意
し
た
の
で
あ
る
。
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直
接
に
し
て
最
大
の
要
因
は
、
何
よ
り
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ル
マ
ン
と
そ
の
部
下
た
ち
は
、
何
ら
の
法
的
地
位
の
保
障
も

な
い
状
態
に
抗
議
す
る
た
め
に
’
そ
し
て
反
対
派
を
制
御
す
る
た
め
に
も
ｌ
マ
ッ
カ
‐
サ
ー
に
憲
章
修
正
を
訴
え
た
。
し
か
し
．
そ
れ
は
、

ほ
と
ん
ど
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
、
検
察
側
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
自
分
た
ち
の
待
遇
に
不
満
を
抱
い
て
、
辞
任
を
決

こ
と
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
一

因
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
コ
ー
ル
マ
ン
の
憲
章
修
正
要
求
を
拒
ん
だ
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
第
一
に
、
ど
う
考
え
て
も
、
五
月
八
日
の
コ
ー
ル

4７



説

マ
ン
の
要
求
は
時
期
が
遅
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
裁
判
所
憲
章
は
四
月
二
六
日
に
す
で
に
一
度
改
正
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
し
、
ま
し
て
五
月

三
日
に
裁
判
は
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
、
も
う
一
度
、
憲
章
を
改
め
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
コ
ー
ル
マ
ン
が
憲
章
修
正
を
提
案
し
た
時
点
で
は
、
裁
判
所
が
す
で
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
手
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ワ
シ
ン
ト
ン
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
与
え
た
権
限
は
、
判
検
事
の
任
命
権
、
検
察
機
関
の
設
立
権
（
検
察
活
動
へ
の
関
与

を
含
む
）
、
手
続
規
程
の
制
定
権
、
判
決
の
執
行
義
務
お
よ
び
変
更
権
な
ど
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
や
公
判
に
対
す
る
指
揮
権
を
欠
い
て
い
縮
缶

そ
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
み
ず
か
ら
が
、
す
で
に
裁
判
所
の
独
立
性
を
承
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ェ
ッ
ブ
は
キ
ー
ナ
ン
か

ら
、
憲
章
に
関
連
す
る
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
裁
判
所
に
指
示
を
出
す
の
だ
と
告
げ
ら
れ
て
、
い
た
く
憤
慨
し
た
。
そ
こ

で
ウ
ェ
ッ
ブ
は
、
一
九
四
六
年
三
月
五
日
、
裁
判
所
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
示
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
れ
ば
自
分
は
辞
任
す
る

と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
威
嚇
し
た
。
そ
の
三
日
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
裁
判
所
の
完
全
な
独
立
を
尊
重
す
る
」
と
確
約
し
て
い
る
の
で
あ
研
↑

第
一
一
一
の
理
由
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
占
領
管
理
の
面
か
ら
見
て
、
弁
護
側
を
「
国
際
弁
護
局
」
と
す
る
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
側
の
場
合
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
被
告
選
定
な
ど
に
関
し
て
影
響
力
を
及
ぼ
す
必
要
が
た
し
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
清
瀬
一
郎
と
デ
ィ
ー
ル
弁
護
人
が
ス
ガ
モ
・
プ
リ
ズ
ン
を
訪
れ
、
被
告
全
員
か
ら
コ
ー
ル
マ
ン
辞
任
の
署
名
承
認
を
得
た
の
は
、

開
廷
か
ら
お
よ
そ
一
ヵ
月
後
の
六
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
東
篠
英
機
が
被
告
一
同
を
代
表
し
て
コ
ー
ル
マ
ン
の
労
に
対
し
て
謝

意
を
表
し
て
い
緬
一
か
く
し
て
、
コ
ー
ル
マ
ン
・
グ
ル
ー
プ
は
六
月
一
三
日
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
は
五
月
末
に
大
体
そ
ろ
っ
鰯
一
重
光
葵
担
当
の
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ａ
・
フ
ァ
ー
ネ
ス
、
東
郷
茂
徳
担
当
の
ベ

ン
・
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
ら
は
、
開
廷
か
ら
閉
廷
ま
で
を
通
じ
て
仕
事
に
あ
た
っ
た
。
東
篠
担
当
弁
護
人
は
、
ガ
イ
ダ
ー
が
帰
国
し
た

こ
と
で
、
学
究
肌
の
ジ
ョ
ー
ジ
．
Ｇ
・
ブ
ル
ウ
ェ
ッ
ト
に
変
わ
っ
た
。
日
系
二
世
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
山
岡
は
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
団
の
ま
と
め
役

と
な
り
、
日
本
人
弁
護
団
と
の
調
整
に
尽
力
す
る
。
木
戸
担
当
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ガ
ン
、
広
田
弘
毅
担
当
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
．
Ｆ
・
ス
ミ

ス
、
大
島
浩
担
当
の
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
、
南
次
郎
担
当
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
．
Ｗ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
、
畑
俊
六
担
当
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
．
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Ｅ
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
ら
も
注
目
す
べ
き
弁
護
の
手
腕
を
振
る
っ
た
。
以
後
は
、
彼
ら
が
日
本
人
弁
護
団
と
協
力
し
て
弁
護
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
の
で
あ
諭
↑

す
で
に
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
日
本
側
は
暗
中
模
索
し
な
が
ら
、
各
組
織
が
個
別
に
裁
判
対
策
準
備
を
推
進
し
て
い
た
。
こ
の
裁
判
で

歴
史
に
汚
名
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
日
本
側
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
弁
護
の
成
否
い
か
ん
が
内
外
に
「
極
メ

テ
重
大
ナ
ル
影
響
」
を
及
ぼ
す
と
痛
切
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
、

か
く
し
て
、
日
本
政
府
は
早
く
か
ら
行
動
を
起
こ
し
、
統
一
見
解
を
決
定
し
、
資
料
提
供
・
弁
護
人
選
定
ほ
か
で
弁
護
活
動
を
支
援
し
た
ｐ

そ
の
際
、
最
善
と
思
わ
れ
た
の
は
、
各
省
間
お
よ
び
弁
護
人
間
の
密
接
な
連
絡
が
成
り
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
て
い
く
統
一
的
な
弁
護
方

そ
の
際
、
最
挙

式
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
こ
と
に
皮
肉
な
こ
と
に
、
弁
護
態
勢
は
、
準
備
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
、
か
え
っ
て
拡
散
し
て
い
く
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
実
務
を
進
め
る
各
省
は
、
個
別
に
研
究
準
備
を
し
た
結
果
と
し
て
、
あ
る
種
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
。
民
間
組

織
の
弁
護
団
も
ま
た
、
政
策
的
・
人
的
・
集
団
的
な
対
立
の
渦
の
中
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
各
被
告
の
利
害
が
同
一
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
事
情
は
、
こ
う
し
た
分
解
状
態
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
た
。
そ
し
て
開
廷
直
前
に
は
「
勝
手
な
る
」
資
料
が
乱
発
き
れ
、
各

省
間
・
弁
護
人
間
の
連
絡
も
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
る
と
い
う
混
乱
状
況
に
陥
る
こ
と
と
な
っ
た
。
の
ち
の
公
判
で
容
易
に
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い

日
本
人
弁
護
団
の
状
緬
ぱ
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
萌
芽
が
見
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
開
廷
ま
で
に
は
、
松
本
重
治
ら
の
強
調
し

た
「
協
同
裁
判
対
策
」
は
つ
い
に
成
立
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
側
が
準
備
段
階
に
お
い
て
上
げ
た
最
大
の
業
績
は
、
言
語
と
英
米
法
の
二
つ
の
弱
点
を
補
う
と
い
う
単
純
明
快
な
目
的
の

お
わ
り
に

4９
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説

そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
実
現
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
裁
判
の
公
平
さ
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
局
、
連
合
国
側

か
ら
す
る
と
、
彼
ら
の
活
動
は
不
愉
快
な
要
因
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
は
、
み
ず
か
ら
の
仕
事
に
没
頭
し
、
果
た
し
て
ク
ィ
リ
ア
ム

の
予
想
ど
お
り
に
技
術
的
な
駆
け
引
き
を
駆
使
し
て
、
裁
判
を
大
変
長
引
か
せ
た
。
開
廷
一
年
後
の
一
九
四
七
年
五
月
中
旬
に
は
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
自
身
も
在
日
イ
ギ
リ
ス
代
表
部
長
の
ア
ル
ヴ
ァ
リ
ー
・
ガ
ス
コ
イ
ン
卿
に
向
か
っ
て
、
東
京
裁
判
が
長
引
い
て
い
る
の
は
「
ア
メ
リ
カ
の

い
ん
ち
き
弁
護
人
た
ち
」
の
策
略
が
原
因
だ
と
、
そ
の
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
ほ
ど
と
な
る
の
で
あ
諏
一

ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
置
か
れ
た
立
場
が
相
当
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
ら
の
帰
国
の
経
緯
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
公
平

と
い
う
点
で
は
、
国
際
検
察
局
と
同
様
に
「
国
際
弁
護
局
」
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
東
京
に
残
っ
た
ア

メ
リ
カ
人
弁
護
人
た
ち
は
、
決
し
て
条
件
の
よ
く
な
い
仕
事
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
い
て
十
分

な
働
き
を
見
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
日
本
人
の
当
初
抱
い
た
よ
う
な
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
が
本
気
で
旧
敵
国
人
の
弁
護
を
し
う

る
の
か
と
い
う
疑
念
も
、
や
が
て
消
え
失
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
重
光
葵
は
ス
ガ
モ
・
プ
リ
ズ
ン
の
監
房
の
中
で
、
「
東
京
裁

マ
マ

判
は
飽
く
迄
、
勝
者
が
敗
者
を
罰
す
る
軍
事
裁
判
で
、
並
白
通
の
感
念
か
ら
裁
判
と
称
す
べ
き
で
は
な
い
。
然
し
米
人
弁
護
人
の
熱
誠
な
る
弁
護

振
り
は
米
国
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
為
め
に
気
焔
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
…
…
日
米
将
来
の
関
係
の
融
和
に
貢
献
す
る
こ
と
は
頗
る
大
と
思
は
れ

た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
公
判
に
突
入
す
る
と
、
英
米
法
に
不
馴
れ
な
日
本
人
弁
護
人
た
ち
は
、
こ
の
「
理
論
と
速
さ
の
世
界
」
に
戸
惑
い
を
覚
え
、

し
ば
ら
く
の
間
は
迅
速
な
審
理
に
つ
い
て
い
く
だ
け
で
精
一
杯
と
い
う
状
態
で
あ
っ
鰯
↑
し
た
が
っ
て
、
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
登
場
し
た
ア
メ
リ

カ
人
弁
護
人
の
果
た
す
役
割
が
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
事
務
的
側
面
を
見
て
も
、
公
判
中
は
和
文
速
記
録
が
弁

護
人
の
手
に
渡
る
の
に
二
○
日
か
ら
一
カ
月
も
か
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
英
文
速
記
録
の
ほ
う
は
当
日
中
に
整
理
き
れ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
人

弁
護
人
た
ち
は
即
座
に
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
、
各
自
で
秘
書
を
持
っ
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
効
率
よ
く
事
務
処
理
を

し
た
の
で
あ
諭
缶
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句
①
ご
門
匡
四
門
『
】
①
ｍ
Ｐ
ｐ
①
心
．

（
５
）
た
と
え
ば
、
富
士
信
夫
『
私
の
見
た
東
京
裁
判
』
上
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
八
年
、
四
四
’
四
五
頁
。

一
九
八
四
年
、
五
七
’
八
六
頁
。
こ
の
点
は
、
東
京
裁
判
に
関
す
る
種
々
の
著
作
で
、
ま
ず
例
外
な
く
指

（
６
）
本
稿
の
対
象
に
関
わ
る
公
文
書
ｌ
特
に
日
本
側
の
そ
れ
Ｉ
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

に
多
く
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

東京裁判の弁護側

そ
も
そ
も
英
米
法
に
あ
っ
て
は
、
検
察
側
の
証
拠
は
審
理
開
始
後
に
初
め
て
明
ら
か
に
き
れ
る
の
で
、
弁
護
人
は
そ
れ
を
見
て
か
ら
弁
護
の

具
体
的
な
方
策
を
決
定
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
き
れ
る
。
ま
た
弁
護
人
は
、
検
察
側
証
拠
に
対
す
る
異
義
申
し
立
て
、
検
察
側
証
人
に
対
す
る

適
切
な
反
対
尋
問
を
す
る
よ
う
迫
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
英
米
法
の
訴
訟
手
続
き
に
精
通
し
、
か
つ
有
能
な
弁
護
人
が
必
然
的
に
必
要
と
き

れ
る
わ
け
で
あ
諭
缶
そ
の
際
、
有
能
な
弁
護
人
と
い
う
の
は
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
直
感
で
行
動
し
て
い
る
か
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
実

は
道
理
に
か
な
っ
た
、
理
論
的
に
正
し
い
根
拠
に
も
と
づ
い
て
反
応
し
て
い
る
も
の
で
あ
駒
一
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
る
と
、
検
察
側
立
証
に
有

効
な
反
撃
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
は
絶
対
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
開
廷
時
に
あ
っ
て
、
日
本
人
弁
護
団
は
、
ひ
ど
く
混
乱
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
は
、
い
ず
れ
裁
判
で
際
立
つ
存
在
に

な
る
と
は
い
え
、
そ
の
出
足
は
明
ら
か
に
遅
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
前
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
る
の
は
、
各
国
の
利
害
対
立
を
経
な
が

ら
も
起
訴
状
と
い
う
共
通
政
策
を
提
出
し
て
き
た
国
際
検
察
局
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

る
」
と
書
い
て
い
緬
一

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人

主
三
一
口

］
○
の
①
９
国
．
尿
①
ｇ
目
恩
具
。
謎
ミ
鴎
撰
習
言
一
言
詩
ミ
ミ
ミ
ミ
い
§
・
乏
里
目
四
目
己
．
ｎ
．
函
石
弓
胃
醇
罵
員
の
扉
①
の
印
・
］
誤
Ｃ
も
．
』
雪
．

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
戦
争
犯
罪
裁
判
関
係
法
令
集
』
第
一
巻
、
一
九
六
一
一
一
年
、
六
四
頁
。

己
ｍ
ａ
Ｑ
ｚ
・
の
具
ｇ
Ｐ
倉
、
弓
①
目
昌
一
。
｛
司
皇
。
“
目
彦
①
冨
○
里
言
己
○
風
幽
昌
卑
巨
旨
匡
函
重
○
ｑ
》
ご
・
』
ミ
ミ
両
塁
国
ミ
淫
脇
Ｒ
旨
き
雪
ご
ミ
嵩
ミ
・
く
○
一
．
誤
”

同
前
、
二
四
、
二
八
頁
。

四
四
’
四
五
頁
。
島
内
龍
起
『
東
京
裁
判
』
日
本
評
論
社
、

ま
ず
例
外
な
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ｏ
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
の
叙
述
で
は
証
言
お
よ
び
回
顧
な
ど

5１



同
前
、
七
四
頁
。

同
前
、
九
六
頁
。

豊
田
前
掲
書
、
』

説

〆ー、〆 ｰ 、〆ー、〆重へ

２４２３２２２１
、＝〆、＝〆、‐〆、＝〆

（
Ⅲ
）
「
終
戦
連
絡
各
省
委
員
会
議
事
録
」
、
荒
》

危
）
「
中
央
事
務
局
第
一
部
執
務
報
告
」
、
同
一

（
過
）
豊
田
隈
雄
『
戦
争
裁
判
余
録
』
泰
生
社

り
、
資
料
的
価
値
が
高
い
。

（
ｕ
）
太
田
健
一
ほ
か
編
『
次
田
大
三
郎
日
記
』

（
略
）
「
所
謂
戦
争
犯
罪
人
（
政
治
犯
人
）
弁
諺

（
肥
）
豊
田
前
掲
書
、
五
八
’
六
一
頁
。
粟
屋
杢

（
Ⅳ
）
豊
田
前
掲
書
、
六
二
’
六
八
頁
。

（
肥
）
「
終
戦
連
絡
各
省
委
員
会
議
事
録
」
、
『
日

（
岨
）
「
終
戦
連
絡
各
省
委
員
会
議
事
録
」
、
同
苦

（
別
）
「
法
的
審
議
室
に
関
す
る
打
合
会
に
於
叶

（
７
）
当
該
時
期
に
お
け
る
検
察
側
の
政
策
決
定
過
程
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
８
）
住
本
利
男
『
占
領
秘
録
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
、
一
一
一
一
○
’
一
一
一
一
一
頁
。

（
９
）
ｎ
ｏ
昌
盲
の
三
号
津
ミ
酋
唇
記
暑
言
鼠
具
言
［
言
涛
冥
讐
貫
宅
含
写
言
罵
貢
琴
の
言
四
○
国
己
．
の
、
函
の
。
ぐ
①
日
目
①
昌
弔
昌
言
、
ｏ
齢
８
乞
宅

（
常
『
の
鼻
四
号
①
量
旦
諸
［
坊
・
這
念
１
国
）
・
も
．
の
三
・

（
皿
）
こ
の
委
員
会
に
は
、
外
務
省
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
大
蔵
省
、
内
務
省
、
司
法
省
、
文
部
省
、
農
林
省
、
情
報
局
ほ
か
の
課
長
ク
ラ
ス
が
出
席
し

て
い
る
。

出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
四
五
頁
。

「
基
礎
的
資
料
調
整
の
件
（
閣
議

「
終
戦
連
絡
各
省
委
員
会
議
事
録
」
、
『
日
本
占
領
・
外
交
関
係
資
料
集
』
第
一
巻
、
一
三
○
頁
。

「
終
戦
連
絡
各
省
委
員
会
議
事
録
」
、
同
前
、
第
二
巻
、
八
頁
。

「
法
的
審
議
室
に
関
す
る
打
合
会
に
於
け
る
審
議
要
点
」
、
豊
田
前
掲
書
、
六
九
’
七
二
頁
。
ち
な
み
に
、
一
九
四
五
年
九
月
に
戦
犯
容
疑
者
た
ち

の
「
思
想
統
一
」
ｌ
す
な
わ
ち
、
政
府
の
統
一
見
解
１
１
を
は
か
る
必
要
が
提
案
さ
れ
た
と
き
、
外
相
就
任
ま
も
な
い
吉
田
茂
自
身
は
『
こ
の
点
あ

ま
り
技
巧
を
弄
せ
ぬ
方
が
よ
い
」
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
鈴
木
九
葛
監
修
『
日
本
外
交
史
』
第
一
一
六
巻
（
「
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
」
）
鹿
島
研
究
所

諮
覗

「
終
戦
連
絡
各
省
委
員
会
議
事
録
」
、
荒
敬
編
『
日
本
占
領
・
外
交
関
係
資
料
集
』
第
一
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九
一
年
。

「
中
央
事
務
局
第
一
部
執
務
報
告
」
、
同
前
、
第
三
巻
、
一
一
七
四
頁
。
以
下
、
必
要
に
応
じ
て
、
筆
者
が
適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
て
い
る
。

豊
田
隈
雄
『
戦
争
裁
判
余
録
』
泰
生
社
、
一
九
八
六
年
、
四
八
頁
。
な
お
本
書
は
、
法
務
省
に
あ
る
裁
判
関
係
の
一
次
資
料
を
多
く
記
載
し
て
お

九
六
頁
。
富
士
前
掲
書
、

七
九
頁
。

（
閣
議
諒
解
案
）
」
、
豊
田
前
掲
書
、
七
三
頁
。

人
三
郎
日
記
』
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
、
一
○
一
、
一
一
一
一
、
一
一
一
○
、
一
一
一
一
一
一
頁
。

一
犯
人
）
弁
護
方
針
」
、
豊
田
前
掲
書
、
五
七
’
五
八
頁
。

一
頁
。
粟
屋
憲
太
郎
編
『
資
料
日
本
現
代
史
』
第
二
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
八
○
年
、
三
四
一
’
三
四
三
頁
。

一
九
頁
、
参
照
。
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豊
田
前
掲
書
、
一
○
一
一
頁
。

東京裁判の弁護側

（
筋
）
住
本
前
掲
害
、

（
妬
）
矢
部
貞
次
日
『

新
聞
社
、
一
九
師

（
師
）
豊
田
前
掲
書
、

同
前
、
七
七
頁
。

（
羽
）
『
矢
部
貞
次
日

（
羽
）
同
前
、
一
六
言

（
型
『
矢
部
貞
次
日

（
別
）
矢
部
「
報
告
語

（
躯
）
林
逸
郎
『
闘
壷

（
翌
「
高
橋
義
次
談

（
翌
豊
田
前
掲
書
、

（
弱
）
同
前
、
九
六
、

林
前
掲
害
、
二
一

（
胡
）
言
①
ョ
○
．
ｏ
Ｆ
ｏ
ｇ
の
国
Ｐ
こ
］
目
ｇ
ｑ
乞
念
》
宅
の
野
己
閏
の
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
文
書
は
粟
屋
憲
太
郎
氏
所
有
コ
ピ
ー
に
よ
る
）
ｚ
豊
○
呈
青
畳
ぐ
＄
雪
煙
の
冨
信
‐

（
胡
）
滝
川
政
次
郎
『
新
版
東
京
裁
判
を
裁
く
』
上
巻
、
創
拓
社
、
一
九
七
八
年
、
一
○
三
’
一
○
四
頁
。
児
島
窪
『
東
京
裁
判
』
上
巻
、
中
央
公
論

社
、
一
九
七
一
年
、
一
一
一
五
１
一
二
七
頁
。

（
柵
）
た
だ
し
、
判
事
出
身
の
三
宅
正
太
郎
は
、
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
松
岡
洋
右
担
当
の
小
林
俊
三
ら
と
と
も
に
途
中
で
辞
任
す
る
。
野
村
正
男

（
訂
）
幣
原
内
閣
当
時
、
弁
護
士
出
身
の
法
制
局
長
官
、
楢
橋
渡
が
一
千
万
円
の
資
金
を
集
め
て
弁
護
団
を
後
援
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
し
か

し
結
局
、
幣
原
内
閣
が
倒
壊
し
、
こ
の
案
は
立
ち
消
え
と
な
る
。
菅
原
前
掲
書
、
一
三
六
頁
。
そ
の
後
の
展
開
に
関
し
て
は
、
林
前
掲
書
、
一
一
六
’

一
一
八
頁
、
豊
田
前
掲
書
、
一
一
一
一
’
一
一
三
頁
、
参
照
。

（
銘
）
ァ
‐
ノ
ル
ド
９
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
日
暮
吉
延
訳
『
東
京
裁
判
ｌ
も
う
一
つ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
』
時
事
通
信
社
、
一
九
九
一
年
、
八
二
頁
。

９
口
己
．
○
．

日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人

住
本
前
掲
害
、
三
一
一
頁
。

矢
部
貞
次
日
記
刊
行
会
編
『
矢
部
貞
次
日
記
樫
の
巻
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
、
二
六
頁
。
松
谷
誠
『
東
京
裁
判
や
再
軍
備
な
ど
』
朝
雲

聞
社
、
一
九
八
三
年
、
九
三
’
一
一
一
一
一
頁
。

豊
田
前
掲
書
、
四
九
’
五
○
頁
、
八
一
’
八
二
頁
。
部
長
、
嘱
託
を
含
め
た
調
査
部
職
員
は
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
現
在
で
六
三
名
で
あ
る
。

『
矢
部
貞
次
日
記
樫
の
巻
』
、
四
’
七
頁
。

同
前
、
一
六
頁
。
豊
田
前
掲
書
、
八
七
頁
。

『
矢
部
貞
次
日
記
樫
の
巻
』
、
八
’
三
八
頁
。

矢
部
「
報
告
要
旨
」
、
豊
田
前
掲
書
、
八
三
’
八
七
頁
。

林
逸
郎
『
闘
魂
ｌ
東
京
裁
判
と
橋
本
欣
五
郎
」
考
現
社

「
高
橋
義
次
談
話
一
、
豊
田
前
掲
書
、
九
九
頁
。

「
高
橋
義
次
談
話
」
、
豊
、

豊
田
前
掲
書
、
九
八
頁
。

同
前
、
九
六
’
九
八
頁
。

一
一
三
頁
。

住
本
前
掲
書
、
一
一
一
一
一
一
頁
。
な
お
、
外
務
省
系
の
選
考
基
準
の
第
一
条
件
は
、
英
語
を
使
え
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
弱

一
九
五
六
年
、
二
四
頁
。



あ
る
。
い
聖

’
四
一
頁
。

説

（
聖
木
戸
日
記
研
究
会
編
『
木
戸
幸
一
日
記
東
京
裁
判
期
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
○
年
、
四
四
七
頁
。

（
聖
た
と
え
ば
、
豊
田
前
掲
書
、
一
○
○
’
一
○
一
頁
。

（
別
）
の
○
房
四
○
吋
三
言
》
負
目
宮
①
弓
。
ご
ｏ
目
尉
巨
ご
》
雪
言
§
負
斡
ミ
ミ
○
．
胃
慧
員
註
冒
・
ｚ
ｏ
・
盆
切
》
ｚ
ｏ
ぐ
四
号
囚
乞
、
Ｐ
己
．
お
い
．

（
弱
）
録
①
局
○
目
鼻
皇
自
画
岨
》
倉
胃
具
①
ｇ
昌
目
巴
冨
巨
四
ご
目
ゴ
冨
邑
巴
ご
》
・
室
暮
§
目
ご
農
・
曽
冨
胃
呂
》
望
冨
胃
ｇ
ご
盆
．

（
弱
）
豊
田
前
掲
書
、
一
○
一
頁
。
伊
藤
隆
ほ
か
編
『
重
光
葵
手
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
、
六
一
一
三
頁
。

（
師
）
富
①
日
○
・
三
月
』
雷
啓
日
冒
ｚ
ｏ
風
言
国
鴬
ご
冨
胃
ｇ
ご
盆
》
の
胃
ご
二
言
目
雪
①
客
弔
９
国
の
．
⑭
己
詞
Ｐ
瑳
霞
・
言
の
胃
呂
目
乏
胃
冨
①
日
且
里
・
屋
号
①
貝
“
》
諺
．

○
・
月
．
（
粟
屋
憲
太
郎
氏
と
共
同
調
査
収
集
）
一
三
①
目
○
・
○
○
一
①
ョ
目
さ
め
○
宅
》
望
冨
畠
こ
ぶ
》
司
両
○
勺
号
①
厨
．
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
マ

め
て
い
る
。
菅
原
前
掲
書
、

（
蛇
）
住
本
前
掲
書
、
三
一
六
頁
。

（
蛤
）
林
前
掲
書
、
一
一
一
’
一
三
言

（
“
）
豊
田
前
掲
書
、
一
○
五
頁
。

（
妬
）
住
本
前
掲
書
、
三
一
一
’
一

（
妬
）
滝
川
前
掲
書
、
上
巻
、
一
（

（
〃
）
松
谷
前
掲
書
、
一
三
七
頁
。

（
胡
）
豊
田
前
掲
書
、
九
六
１
九
詞

（
翌
「
一
級
裁
判
弁
護
に
関
す
る

（
卵
）
新
田
満
夫
編
『
極
東
国
際
垂

（
別
）
な
お
、
清
瀬
と
鵜
沢
の
人
“

〆 ｰ 、

４１
、－〆

論

『
平
和
宣
言
第
一
章
』
日
南
書
房
、
一
九
四
九
年
、
一
九
六
頁
。

こ
の
点
は
、
た
い
て
い
の
関
係
者
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
住
本
前
掲
書
、
三
一
四
’
三
一
六
頁
、
参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
、

菅
原
裕
は
、
右
翼
系
弁
護
人
と
外
務
省
系
弁
護
人
の
対
立
を
否
定
す
る
稀
有
の
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
方
針
の
違
い
が
存
在
し
た
こ
と
は
暗
に
認

め
て
い
る
。
菅
原
前
掲
書
、
一
三
六
’
一
三
七
頁
。

豊
田
前
掲
書
、
九
六
１
九
八
、
一
○
四
頁
。

「
一
級
裁
判
弁
護
に
関
す
る
大
綱
を
至
急
決
定
す
べ
き
件
」
、
同
前
、
一
○
三
頁
。

新
田
満
夫
編
『
極
東
国
際
軍
事
裁
判
速
記
録
』
雄
松
堂
書
店
、
一
九
六
八
年
、
第
一
一
号
、
一
一
一
’
四
頁
。
第
三
号
、
五
頁
。

な
お
、
清
瀬
と
鵜
沢
の
人
的
対
立
も
か
な
り
尖
鋭
で
あ
っ
た
模
様
で
、
あ
る
弁
護
団
総
会
の
席
上
、
鵜
沢
が
清
瀬
に
向
か
っ
て
「
そ
れ
だ
か
ら
君

は
出
世
で
き
な
い
ん
だ
」
と
罵
声
を
浴
び
せ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
し
、
鵜
沢
の
弁
護
団
長
就
任
も
「
不
公
正
な
手
段
」
を
用
い
た
と
の
証
言
さ
え

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
八
国
家
弁
護
Ｖ
派
の
弁
護
人
た
ち
は
、
さ
ら
に
鵜
沢
系
と
清
瀬
系
に
分
か
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
島
内
前
掲
書
、
四
○

頁
０

一
○
五
頁
。

一
一
一
一
’
三
一
一
一
頁
。

エ
巻
、
一
○
六
’
一
○
八
頁
。
児
玉
誉
士
夫
『
獄
中
獄
外
』
広
済
堂
、
一
九
七
四
年
、
二
六
○
１
二
六
一
頁
、
参
照
。
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画
心
．

（
印
）
三
①
目
Ｐ
ｏ
Ｐ
Ｏ
８
の
国
Ｐ
」
（

（
帥
）
言
①
日
Ｐ
○
与
国
ｇ
【
①
ｇ
目
・

（
田
）
尋
ミ
．
評
言
①
目
Ｐ
○
○
一
①
目
ｇ
ご

（
団
）
目
国
邑
胃
ユ
ロ
・
司
胃
両
国
の
［
①
ｇ

護
士
会
が
「
総
会
で
、
戦
犯
〈

編
『
共
同
研
究
パ
ル
判
決
》

（
田
）
函
貝
三
頁
ｓ
・
皇
．
》
己
．
お
い
．

（
例
）
諸
諸
〔
閉
》
』
④
心
ｑ
’
二
国
》
君
四
の

（
肥
）
詞
．
］
○
宮
宅
号
冨
具
』
苫
。
§
ご
童
）
ｓ
言
起
冴
ミ
ヘ
ミ
ミ
ミ
ご
ミ
ミ
烏
旦
書
写
ご
◎
ミ
ミ
ご
量
・
裏
の
の
ｇ
ｏ
Ｒ
呂
○
邑
弔
呂
囚
の
ｇ
①
の
ｚ
○
・
ｍ
》
ご
雪
も
．

（
船
）
日
暮
吉
延
「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
構
成
国
の
条
件
」
百
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
第
九
五
号
「
中
ソ
関
係
と
国
際
環
境
」
、
一
九
九

○
年
）
、
同
「
国
際
軍
事
裁
判
の
思
想
」
（
日
暮
前
掲
訳
書
、
所
収
）
、
参
照
。

（
区
林
逸
郎
の
証
言
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
人
の
年
収
額
は
も
う
少
し
低
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
日
本
人
弁
護
人
と
比
べ
れ
ば
、
は
る
か

に
好
条
件
で
あ
っ
た
。
林
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
開
）
害
臣
肖
ｇ
言
言
。
”
戸
匿
言
邑
］
①
参
詞
。
言
蚕
望
の
。
．
．
。
。
ミ
ミ
ミ
房
§
之
§
等
ミ
ミ
画
蔦
ミ
ミ
宛
暑
き
菌
、
ミ
ミ
こ
》
三
の
旨
四
○
貝
の
。
ぐ
‐

の
９
日
ｇ
亀
言
目
》
ご
罵
宕
．
］
、
缶
ｌ
］
、
霊
．
な
お
、
弁
護
側
が
準
備
期
間
を
延
ば
す
よ
う
裁
判
所
に
申
請
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
ク
ィ
リ
ァ
ム
の
予
測

は
、
一
九
四
六
年
六
月
一
一
一
日
の
法
廷
に
お
い
て
的
中
す
る
。
『
極
東
国
際
軍
事
裁
判
速
記
録
』
、
第
八
号
、
三
三
頁
。

（
聖
花
井
忠
「
戦
犯
を
弁
護
し
た
米
人
」
（
花
井
忠
先
生
追
想
録
刊
行
会
編
『
花
井
忠
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
）
、
一
一
八
頁
。
『
木
戸
幸
一

日
記
東
京
裁
判
期
』
、
四
四
六
頁
、
参
照
。

（
、
）
前
掲
『
重
光
葵
手
記
』
、
六
二
一
一
一
頁
。

（
、
）
の
ち
に
判
事
団
は
、
「
首
席
弁
護
官
」
と
い
う
用
語
も
誤
り
だ
と
し
て
、
「
弁
護
部
部
長
」
（
四
目
〕
巨
巽
邑
号
①
言
且
○
｛
ｇ
①
ロ
①
帝
ロ
の
①
豆
房
言
）
に

〆ー、〆ー、

６６６５
，－〆、－〆

東京裁判の弁護側一日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人一

三
①
目
Ｐ
ｏ
Ｐ
Ｏ
８
の
国
Ｃ
》
さ
］
ｇ
ｇ
ｑ
ご
念
》
８
．
昌
・
》
三
①
日
。
風
呂
目
〕
ｇ
ｏ
ｏ
己
ｇ
ｇ
８
》
ご
］
目
ｇ
ｑ
這
全
》
弓
の
勺
呂
①
厨
．

言
①
日
。
》
○
与
国
ｇ
【
①
ｇ
目
・
匡
司
①
宮
尽
ご
］
震
⑦
》
宅
の
悪
口
①
厨
．
日
暮
前
掲
訳
書
、
八
四
頁
。

尋
ミ
．
評
言
①
目
○
・
○
○
一
①
目
昌
さ
の
Ｃ
屯
・
豊
富
皇
宅
念
》
ｓ
・
皇
．
》
己
．
①
．
一
言
①
日
。
》
冨
旨
習
芸
員
ｇ
ｚ
ｏ
風
言
国
岸
》
岳
三
胃
ｇ
ご
盆
》
ｓ
・
皇
．
．

『
国
易
且
官
・
司
胃
塵
の
［
①
ｇ
○
○
日
目
の
の
一
○
Ｐ
○
○
日
目
写
①
①
ｚ
○
．
興
誤
］
目
①
］
程
①
．
司
両
、
や
ｇ
①
厨
．
ま
た
、
時
期
が
定
か
で
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
弁

護
士
会
が
「
総
会
で
、
戦
犯
弁
護
は
一
切
引
受
け
な
い
と
申
合
わ
せ
た
」
と
い
う
説
も
あ
る
。
一
又
正
雄
「
パ
ル
判
決
の
背
景
」
（
東
京
裁
判
研
究
会

編
『
共
同
研
究
パ
ル
判
決
書
』
上
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）
、
五
三
頁
。

イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）

論
記
〔
函
』
震
ｑ
’
二
民
君
“
の
言
唱

ク
モ
ア
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。

ご
ミ
．
、
己
．
金
④
．

君
四
の
巨
邑
四
目
ロ
．
○
．
”
⑦
。
ぐ
目
目
①
貝
卑
巨
冒
ｍ
Ｏ
園
８
乞
弓
も
．
金
＠
．
こ
の
部
分
は
、
政
治
顧
問
部
の
Ｔ
・
Ｌ
・
プ
レ
イ

5５



言
口
昌
①
ｍ
》
園
弓
司
画
・
］
Ｃ
冨
畠
］
雲
⑦
》
四
匡
今
ｇ
》
図
匡
切
る
Ｐ
の
再
君
臣
目
〕
雲
①
害
や
砦
①
厨
・
望
三
三
．

言
の
目
Ｐ
○
○
一
①
日
目
さ
の
Ｃ
宅
・
望
三
里
乞
盆
》
ｓ
・
風
界
・
弓
．
の
１
『
．

説

（
師
）
己
．
Ｑ
画
胃
目
］
四
日
①

］
＠
ｍ
ｍ
》
己
で
。
」
つ
ぃ
ｌ
得
つ
い
。

（
船
）
重
光
葵
『
巣
鴨
日

（
帥
）
児
島
前
掲
書
、
上
巻

（
別
）
『
重
光
葵
手
記
』
、
六

（
躯
）
函
昌
三
頁
ｓ
・
皇
．
右

（
別
）
吊
甑
ｇ
胃
Ｐ
Ｓ
・
異
畠

（
別
）
日
暮
前
掲
訳
書
、
一

（
稲
）
同
前
、
一
三
一
頁
。

（
稲
）
日
暮
吉
延
「
連
合
圃

九
’
六
○
、
六
九
’
七

（
師
）
己
．
Ｑ
画
言
目
］
四
日
①
の
》

〆卓へ〆卓、〆ー、〆画、グー、〆ー、〆ー、

７９７８７７７６７５７４７３
、＝〆、 =〆、－〆、＝〆、 =〆、＝〆、＝〆

名
称
を
変
更
す
る
。
勇
弓
司
因
．
の
①
Ｑ
①
冨
国
呉
冨
①
ョ
ｏ
ｚ
ｏ
．
］
》
ご
函
昌
一
①
琶
・
、
言
己
］
震
”
三
目
司
両
・
の
①
、
量
目
罵
言
①
日
。
ｚ
○
・
画
》
ご
害
冒
一
①
『
・
旨
告
己

乞
裳
》
ご
言
昌
①
の
》
胃
冨
目
匂
園
］
○
冨
畠
岳
盆
》
四
二
卸
三
・
の
胃
君
臣
四
目
君
①
９
勺
号
角
の
》
至
言
三
．

（
羽
）
言
①
日
。
》
○
○
一
⑦
日
ｇ
８
ｍ
ｏ
湊
嗣
望
冨
畠
ご
念
．
ｓ
・
皇
．
》
再
ｏ
８
①
呂
邑
函
の
》
胃
三
目
田
園
砦
シ
己
己
ら
念
》
富
①
日
。
》
○
○
一
①
白
目
ｇ
の
○
』
ｒ
詞
、
言
昌
』
震
”

言
言
扇
の
》
三
弓
自
・
二
三
昌
乞
参
四
二
卸
ｇ
》
讐
室
罵
目
雲
①
９
勺
砦
①
届
、
諺
三
富
．
》
西
。
冨
言
》
８
．
皇
も
．
全
図
．
『
極
東
国
際
軍
事
裁
判
速
記
録
』
、

第
二
号
、
四
頁
。

日
暮
前
掲
訳
書
、
一
一
一
二

ウ
ィ
リ
ア
ム
。
Ｊ
・
シ
ー

原
前
掲
書
、
一
一
二
一
一
頁
、
参

児
島
前
掲
書
、
上
巻
、
一

『
重
光
葵
手
記
』
、
六
二
三

西
日
言
頁
ｓ
・
皇
．
》
己
．
お
い
．

琴
ミ
． 雲扉

言
豊
・
号
・
鼻
・
弓
．
誤
‐
震
．
清
瀬
一
郎
『
秘
録
東
京
裁
判
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
、
一
一
一
○
頁
、
参
照
。

日
暮
前
掲
訳
書
、
一
三
一
’
一
三
三
頁
。

論

言
①
日
○
・
○
○
一
①
日
目
さ
の
Ｑ
屯
》
⑫
冨
昌
乞
盆
》
の
再
君
臣
四
日
君
①
客
宅
ｇ
①
園
》
室
二
言
．

『
巣
鴨
日
記
』
文
蕊
春
秋
新
社
、
一
九
五
三
年
、
一
七
頁
。
『
木
戸
幸
一
日
記
東
京
裁
判
期
』
、
一
○
七
頁
。

「
連
合
国
の
極
東
主
要
戦
争
犯
罪
裁
判
に
関
す
る
基
本
政
策
」

巻
、
一
八
七
頁
。

六
二
三
頁
。

一
一
一
二
’
一
三
一
一
頁
。

、
シ
ー
ボ
ル
ト
、
野
末
賢
三
訳
『
日
本
占
領
外
交
の
回
想
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
、
一
一
一
一
五
’
一
三
六
頁
。
さ
ら
に
菅

一

頁
０

包
青
『
冒
碗
ミ
ミ
冒
宝
言
載
琴
ミ
ミ
ミ
再
自
ゴ
ミ
鴬
陣
ｂ
言
い
ミ
ご
念
ｌ
電
壁
画
ｏ
の
ｇ
貝
困
自
答
ｇ
ご
宮
屋
ロ
○
○
冒
冒
員

参
昭
’0Q，

。

（
日
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
』
第
四
九
五
号
、
一
九
八
九
年
）
、
五
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『
重
光
葵
手
記
』
、
六
二
三
頁
。

彼
ら
の
活
動
に
関
し
て
は
、
日
暮
前
掲
訳
書
、
参
照
。

た
と
え
ば
、
滝
川
前
掲
書
、
上
巻
、
一
○
八
頁
、
参
照
。

島
内
前
掲
害
、
二
八
’
三
一
一
頁
。

菅
原
前
掲
害
、
一
一
一
八
’
一
二
九
頁
。

の
閉
８
唇
①
９
句
○
昌
唱
○
観
８
・
届
冨
畠
ご
負
居
○
画
室
鐸
も
号
一
言
詞
①
８
ａ
ｏ
罰
８
【
①
員
伊
ｏ
己
９
．

編
『
日
本
近
代
史
の
再
構
築
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
、
三
九
一
一
’
三
九
一
一
一
頁
、
参
照
。

（
Ｗ
）
詞
○
ウ
①
舜
国
．
【
①
の
８
口
》
国
ざ
ミ
ご
冨
忌
房
塵
員
』
寄
雪
。
房
》
の
①
８
己
同
昌
号
Ｐ
国
○
ｍ
ｇ
目
固
三
①
犀
○
量
目
］
君
“
》
己
．
貝
．

〆ー、〆一、

９６９５
、＝〆、＝〆

〆一、〆ー、〆一、〆ー、〆一、〆ー、

９４９３９２９１９０８９
、＝〆、＝〆、＝〆、－〆、＝〆、－〆

隆
編
『
日
本
近
代
史
の
再

『
重
光
葵
手
記
』
、
六
二

奥
原
敏
男
「
国
際
軍
事

九
七
○
年
）
、
三
’
四
頁
。

東京裁判の弁護側一日本人弁護団の成立とアメリカ人弁護人一

「
国
際
軍
事
裁
判
ｌ
条
例
及
び
訴
訟
ｌ
に
お
け
る
手
続
上
の
諸
問
題
」
（
国
際
法
政
研
究
会
編
『
国
際
法
政
研
究
』
第
一
○
号

六
二
四
頁
。

日
暮
吉
延
「
パ
ル
判
決
再
考
」
（
伊
藤
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